
町民のうごき [ 平成 28 年 5月 1日現在 ]

■人　口　　5,721 人 (-48)　男　2,702 人 (-20)
　　　　　　　　　　　　　女　3,019 人 (-28)
■世帯数　　2,515 戸 (-5)

PHOTO : 全ての行事に「最後の」という言葉がつく 1年でした。神山東中学校
　　　　閉校式は10ページへ。

発行：神山町広報編集委員会　TEL.088-676-1111　[IP 2001]
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町
議
会
3
月
定
例
会
が
平
成
28
年
3

月
7
日
か
ら
18
日
ま
で
の
会
期
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
平
成
28
年
度
一
般

会
計
予
算
な
ど
19
議
案
を
審
議
し
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お

り
で
す
。

当
初
予
算

 

■
平
成
28
年
度
神
山
町
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て

■
平
成
28
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
28
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
28
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
28
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

以
上
5
議
案
に
つ
い
て
は
、
3
ペ
ー

ジ
に
詳
し
く
記
載
し
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

 

■
平
成
27
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
5
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
3
6
3
8

万
2
千
円
を
減
額
し
、
総
額
47
億
９
５

５
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
項
目
と
し
て
、
災
害
復
旧
費
の

減
額
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
27
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
6
号
）
に
つ
い
て

■
平
成
27
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
に

つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
0
5
8
万
7

千
円
を
追
加
し
、
総
額
11
億
1
2
1
万

4
円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
27
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）
に

つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
0
7
万
3
千

円
を
減
額
し
、
総
額
1
億
8
3
0
0
万

円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
27
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）
に
つ
い

て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
4
4
1
8
万
4

千
円
を
減
額
し
、
総
額
10
億
2
6
6
8

万
円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
27
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
1
1
万
6
千

円
を
減
額
し
、
1
億
1
9
9
3
万
円
と

し
ま
し
た
。

条
例
の
制
定

■
神
山
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

行
政
不
服
審
査
法
、
並
び
に
神
山
町

情
報
公
開
条
例
及
び
神
山
町
個
人
情
報

保
護
条
例
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に

属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
た
め

の
機
関
と
し
て
、
神
山
町
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
を
設
置
す
る
等

の
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

条
例
の
改
正

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
職

員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

■
神
山
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

公
表
の
方
法
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
閲
覧
に
供
す
る
方
法
を
追

加
す
る
等
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
神
山
町
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

■
神
山
町
情
報
公
開
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

■
神
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

そ
の
他

■
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て

　

本
計
画
に
つ
い
て
、
過
疎
地
域
自
立

促
進
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
り
、
議

会
の
承
認
を
得
ま
し
た
。

　

本
計
画
期
間
は
平
成
28
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
33
年
3
月
31
日
ま
で
の
5
か

年
間
と
し
、
今
後
の
過
疎
対
策
の
推
進

に
あ
た
っ
て
は
、
か
け
が
え
の
な
い
自

然
環
境
を
守
る
た
め
、
極
め
て
先
進
的

で
持
続
可
能
性
の
高
い
施
策
を
、
神
山

に
関
す
る
多
様
な
人
材
で
推
進
し
、
自

立
性
を
重
視
し
た
過
疎
地
域
の
再
生
を

図
っ
て
い
く
等
の
基
本
方
針
の
も
と
、

以
下
の
事
項
に
取
り
組
む
計
画
を
設
定

し
ま
し
た
。

1
．
産
業
の
振
興

2
．
交
通
通
信
体
系
の
整
備
、
情
報
化

及
び
地
域
間
交
流
の
促
進

3
．
生
活
環
境
の
整
備

4
．
高
齢
者
等
の
保
健
及
び
福
祉
の
向

上
及
び
増
進

5
．
医
療
の
確
保

6
．
教
育
の
振
興

7
．
地
域
文
化
の
振
興
等

8
．
集
落
の
整
備

9
．
そ
の
他
地
域
の
自
立
促
進
に
関
し

必
要
な
事
項

神
山
町
議
会

3 

月 

定 

例 

会
19
議
案
を
可
決
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平成28年度の予算が決まりました
　本年度も歳入不足が予想され、人件費、公債費を削減するとともに不足額の4.6億円を財政調整基金から
繰り入れて予算を組んでいます。本年度は高瀬団地改修工事、多目的イベント広場整備工事等がありますが、
昨年度当初予算と比較すると微減となっています。
　主なハード事業は、高瀬団地改修工事（73,983千円）、多目的イベント広場整備工事（50,400千円）、フー
ドハブ神山施設整備事業（95,050千円）などです。ソフト事業については、結婚支援推進事業費（1,130千
円）、子どもはぐくみ医療助成費高校まで無料（15,600千円）、若者定住支援住宅新築等補助金（8,000千円）、
小中学校入学準備助成金（1,800千円）、城西高校通学費補助金（4,700千円）、地域未来塾事業（2,200千円）
などです。

● 一　　般　　会　　計　（単位：千円）

11.6%

1.0%

12.4%

3.1%

42.2%

7.6%

6.0%

10.9%

5.2%

24.5%

24.9%

6.2%

8.8%

5.2%

8.1%

10.0%

6.5%

5.8%

自
主
財
源

依
存
財
源

歳　入

町税 477,026
町民税、軽自動車税など町民の皆さんに納めて
いただいたお金

使用料・手数料 39,973
施設の使用料、住民票、戸籍等証明の手数料のお金

繰入金 506,622
町の貯金にあたる基金などから繰入れるお金

その他 126,821

地方交付税 1,727,043
財源不足が生じる自治体に、使い道を定めず交
付される自治体固有のお金

国庫支出金 310,152
国が使い道を指定して交付するお金

県支出金 245,633
県が使い道を指定して交付するお金

地方債 446,400
公共施設の整備や財源の不足を補うために
町が借入るお金

その他 216,330

歳　出

総務費 1,004,624
地域振興のため

民生費 1,018,906
福祉の充実のため

衛生費 252,143
ゴミ等の環境衛生、予防接種等の保健衛生のため

農林水産業費 239,578
農林水産業の振興のため

土木費 358,704
道路整備、町営住宅運営のため

消防費 212,280
神山消防署、町消防団等の防災対策のため

教育費 333,209
教育や文化振興のため

公債費 409,002
町の借金返済のため -

その他 267,554

● 10年間の予算推移 
（単位：千円）

● 性質別歳出 
（単位：千円）

● 特別会計当初予算 
（単位：千円）

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

4,1823,712 4,143 4,208
3,570

3,432 3,537 3,632 3,705
4,096

会　 計　 名 予　 算　 額

国 民 健 康 保 険 999,905

簡 易 水 道 事 業 194,658

介 護 保 険 1,080,530

後 期 高 齢 者 医 療 121,685

合計
4,096,000
（100％）

826,603
（20.2％）

395,860
（9.7％）

409,002
（10.0％）

709,070
（17.3％）

維持補修費
24,500（0.6％）

361,557
（8.8％）

636,328
（15.5％）

556,465
（13.6％）

災害復旧
事業費
121,810
（3.0％）

積立金
20,205
（0.5％）

投資及び出資金
13,000（0.3％）

予備費
10,000（0.2％）

貸付金
11,600
（0.3％） 　　　　人　件　費

　
　
　
　

　扶
　助

　費
　
　公

　債
　費

　　　　物　件　費　　　
　補
助費

等
　
　
普
通
建
設
事
業
費
　
　
　
　

   繰
　出　金　　

1,150,442
28.1%

2,945,558
71.9%

3 平成28年 5 月15日発行
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よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

●
新
規
採
用

在
任
中
は
、
た
い
へ
ん

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

 

退
職 　

 

（
3
月
31
日
付
け
）

　

溝
田　

幸
男
（
農
業
委
員
会
）

　

粟
飯
原　

一
（
議
会
事
務
局
）

　

小
山　

晃
宏
（
教
育
委
員
会
）

　

尾
西　

逸
夫
（
産
業
観
光
課
）

　

山
口　

純
一
（
総
務
課
）

　

廣
岡　

信
枝
（
下
分
保
育
所
）

　

羽
里　

智
子
（
広
野
保
育
所
）

　

小
山　

典
子
（
下
分
保
育
所
）

　

糀
原　

達
也
（
総
務
課
）

小
・
中
学
校
教
職
員
転
入
者

 

（　

）は
前
任
校

●
広
野
小
学
校

　

大
下
真
季
＝
教
諭
（
富
岡
小
学
校
）

　

梅
原
麻
衣
子
＝
教
諭
（
大
津
西
小
学
校
）

　

武
市
恵
美
子
＝
講
師
（
神
領
小
学
校
）

　

長
谷
亮
太
＝
講
師
（
神
山
中
学
校
）

●
神
領
小
学
校

　

堀
井
正
章
＝
教
頭
（
神
山
東
中
学
校
）

　

河
野
葉
子
＝
教
諭
（
川
内
南
小
学
校
）

　

篠
田
真
理
＝
教
諭
（
佐
古
小
学
校
）

　

豊
崎
健
太
＝
教
諭
（
鳴
門
市
第
一
小
学
校
）

　

盛
和
代
＝
養
護
教
諭
（
浦
庄
小
学
校
）

　

坂
尾
一
成
＝
講
師
（
広
野
小
学
校
）

●
神
山
中
学
校

　

高
橋
敬
治
＝
教
頭
（
川
田
小
学
校
）

　

高
橋
稔
郎
＝
教
諭
（
神
山
東
中
学
校
）

　

堀
岡
暁
美
＝
教
諭
（
神
山
東
中
学
校
）

　

田
宮
亘
司
＝
教
諭
（
神
山
東
中
学
校
）

　

中
南
篤
志
＝
教
諭
（
石
井
中
学
校
）

　

多
田
祐
亮
＝
教
諭
（
藍
住
中
学
校
）

　

田
村
浩
基
（
教
諭
）（
加
茂
名
中
学
校
）

　

以
西
さ
ゆ
り（
栄
養
教
諭
）＝（
藍
住
中
学
校
）

人
事
異
動 

4
月
1
日
付
け

税務保険課

稲
いな

垣
がき

　恵
めぐみ

神山町に移り住み 7年目
になります。さまざまな
町の動きがある中で、ちょ
うどいいバランスを考え
ていきたいと思います。

健康福祉課

赤
あか

司
し

朋
とも

子
こ

宮崎県出身です。故郷のよ
うな大自然の中で仕事がで
きることを大変嬉しく思い
ます。精一杯がんばります。
よろしくお願いします。

産業観光課

朝
あさ

倉
くら

健
けん

斗
と

少しでも町民の皆さまの
力になれるよう精一杯が
んばりますのでよろしく
お願いします。

建設課

西
にし

本
もと

靖
やす

志
し

趣味は映画鑑賞、読書で
す。住民の皆さんにとっ
て住みやすい町造りを目
指して、精一杯頑張りま
す。

下分保育所

阿
あ

部
べ

早
さ

苗
なえ

毎日笑顔で元気いっぱ
い、豊かな自然の中で体
を沢山動かしながら、子
ども達と一緒に成長して
いきたいです。

広野保育所

阿
あ

部
べ

ひかり
子ども・保護者共にサ
ポートできる保育士を目
指して、精一杯頑張って
いきますのでよろしくお
願いします。

　本年度は、昨年、皆様から寄せられた寄附金84件、183万円を下
表の事業に使用することといたしました。今後も引き続きふるさと
納税にご協力よろしくお願いいたします。
多額のご寄付をいただきました。 徳島市 髙　橋　カズ子 さん
　このたび徳島市在住の髙橋カズ子さんから多額のご寄付をいただきま
した。
　髙橋さんの亡くなられたご主人は、神山町役場に奉職されており、ま
たご自身も、以前は上分でスーパーマーケットを経営していたことがご
縁でこの度ご寄付をいただきました。
　上分で経営していたお店は、地元の人に親しまれ、繁盛しており、下
分や神領からもお客さんが訪れていたそうです。
　この度、髙橋カズ子さんが 8月に米寿を迎えられるとのことで、その
記念の意味も含め、親しみのある故郷、神山町のためにご寄付をいただ
きました。
　いただいたご寄付は神山町のために有効に活用させていただきます。
　本当にありがとうございました。

（単位：千円）
事業項目 寄附金額 充当事業名

農水・観光・文化 1，830 里山みらい創造事業補助

　ふるさと納税制度とは、個人住民税をお納めの皆さまが、出身地など、愛着を感じてい
る地方公共団体に寄附を行った場合、2，000円を超える金額について、個人住民税の所得
割の 2割程度を限度として、翌年度に課税される個人住民税から税額を控除する寄附金
税制のことです。（所得税では、寄附金額を控除する制度が別に設けられています。）

ふるさと納税制度で神山町に寄せられた寄付金の使い道が決定しました。ふるさと納税制度で神山町に寄せられた寄付金の使い道が決定しました。
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神山町の給与・定員管理等について
1　総　括
　⑴　人件費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　⑵　職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳
人口（H27.1.1現在）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
25年度の人件費率 区　分 職員数

Ａ
給　　　　与　　　　費

給　料 職員手当 期末・勤勉手当 　計　Ｂ

26年度
人 千円 千円 千円 ％ ％

26年度
人 千円 千円 千円 千円

5,990 4,768,692 154,995 806,121 16.9 17.2 93 331,827 51,598 128,172 511,597

（参考）一人当たり
給与費　Ｂ／Ａ

（参考）類似団体平均
一人当たり給与費

泫 1　職員手当には退職手当を
含まない。

　 2　職員数は、26年 4月 1
日現在の人数である。

　 3　給与費については、任期
付短時間勤務職員（再任用
職員（短時間勤務））の給
与費が含まれており、職員
数には当該職員を含んでい
ない。

千円 千円
5,501 5,650

2　職員の平均給与月額、初任給等の状況
　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（27年 4 月 1 日現在）
　　①一般行政職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国ベース）
神 山 町 42.8歳 317,400円 381,830円 342,350円
徳 島 県 44.7歳 345,684円 431,069円 374,054円
国 43.5歳 334,283円 408,996円 －円

類似団体 42.0歳 310,369円 364,104円 339,712円

　　②技能労務職

区　　分
公　　　務　　　員 民　　　　間 参　考

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
（Ａ）

平均給与月額
（国ベース）

対応する民間の
類似職種 平均年齢 平均給与月額

（Ｂ） Ａ／Ｂ

神 山 町 53.4歳 313,000円 329,842円 320,342円 － －歳 －円 －

うち清掃職員 52.7歳 313,000円 347,834円 332,834円 廃棄物処理業従業員 44.9歳 289,500円 1.20

うち用務員 54.7歳 317,700円 328,200円 317,700円 用 務 員 54.6歳 200,300円 1.64

うちその他 52.3歳 308,600円 318,400円 314,350円 － －歳 －円 －

徳 島 県 54.8歳 367,284円 401,568円 381,307円 － －歳 －円 －

国 50.2歳 289,141円 328,318円 －円 － －歳 －円 －

類 似 団 体 50.8歳 303,696円 328,292円 317,840円 － －歳 －円 －

区　　分

参考 ※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用
している。（平成24～26年の 3ヶ年平均）

※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形
態等の点において完全に一致しているものではない。

※年収ベースの「公務員（Ｃ）」及び「民間（Ｄ）」のデータは、それぞれの平
均給与月額を12倍したものに、公務員においては前年度に支給された期末・
勤勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値で
ある。

年収ベース（試算値）の比較
公務員
（Ｃ）

民間
（Ｄ） Ｃ／Ｄ

神 山 町 5,238,004 － －

うち清掃職員 5,474,708 3,952,300 1.39

うち用務員 5,199,800 2,774,400 1.87

うちその他 5,112,700 － －

3　特別職の報酬等の状況（27年 4月 1日現在）

区　　分
給　料　月　額　等

区　　分
給　料　月　額　等

（参考）類似団体における
最高／最低額

（参考）類似団体における
最高／最低額

給料
町　長 746,000円（－円） 870,000円／363,200円

期末
手当

議　長
（26年度支給割合）

2.95月分副町長 597,000円（－円） 670,100円／405,600円 副議長

報酬
議　長 284,000円（－円） 364,000円／220,000円 議　員
副議長 234,000円（－円） 285,000円／172,000円

退職
手当

　　　（算定方式）　　　　　　　（支給時期）
議　員 195,000円（－円） 263,000円／143,000円 町　長 給料月額×100分の43.5×月数　任期満了時

期末
手当

町　長 （26年度支給割合）
2.95月分

副町長 給料月額×100分の25.75×月数　任期満了時
副町長 備　考

泫 1　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。
　 2　退職手当の「1期の手当額」は、4月 1日現在の給料月額及び支給率に基づき、1期（4年＝48月）勤めた場合における退職手当の見込額である。

4　職員数の状況
　　部門別職員数の状況と主な増減理由　（各年 4月 1日現在）

区　分
部　門

職　員　数 対前年
増減数

泫 1　職員数は一般職に属する職員数である。
　 2　［　　　］内は、条例定数の合計である。平成26年度 平成27年度

普通会計部門
一般行政部門 80 82 　2
教 育 部 門 13 11 ▲2
小 計 93 93 　0

公営企業等会計部門 小 計 13 13 　0

合　　計 106
〔158〕

106
〔158〕

0
〔0〕

5 平成28年 5 月15日発行

広報かみやま05月 №304.indd   5広報かみやま05月 №304.indd   5 2016/05/10   14:13:052016/05/10   14:13:05



農業委員会
676-1119　IP2008

議会事務、議員の身分処遇、
監査などに関すること

委員会室

建設詰所

会議室

宿直室

議員
控室

676-1511  IP 2002

議会事務局・
監査事務局

トイレ

エレベーター

副町長　大野富美雄

通用口正面玄関

通用口

JA

通用口

事務局長　粟飯原　一
主査　　　正木　恵子

工手　畠中　　宏

課長補佐　宮田　伸也
主査　　　杼谷　　学
主事　　　白桃　　薫

課長補佐　高橋　則充
主事　　　藤原　牧子
主事　　　松本　聖生

主査　相原　正弥
主事　森　　由仁
主事　糀原　達也

課長　山口　純一

課長補佐心得　高橋　成文
係長　　　　　鳥庭　　宏
係長　　　　　松本　秀明
主事　　　　　西本　　寛
主事　　　　　北山　敬典

事務局長　溝田　幸男課長補佐 河野　真二
主査 森　　　敏
主事 早瀬　亮介
主任業務員 森　　耕造

農林業の振興、移住交流、商工及び観光、
林業振興に関すること

戸籍及び住民基本台帳、国民年金、統計調査、消費者行政、
町営バス、選挙、町営住宅の維持管理、環境衛生、狂犬病
予防などに関すること

治山及び林道、道路・河
川及び橋りょう、工事に
伴う用地、農地農業用施設、
水道などに関すること

農業委員会に関すること

主査　　森　　英輔
主事　　馬場　達郎

産業観光課
676-1118　IP2007

住民課（選挙管理委員会）
676-1113　IP2003

税の賦課及び徴収、国民健康保険、後期高齢者
医療、国土調査に関すること

税務保険課
676-1115　IP2005

課長　尾西　逸夫

課長　相原　英夫

課長補佐 樫本　高康
係長 鍛　真由美
係長 小西　　明
係長 高橋　　功
主事 坂井　義隆
主事 髙橋　実咲
主事 高橋　宏徳

課長補佐 森下　博文 　課長補佐 　中山　由美
主査 細井多恵子
 （徳島県後期高齢者医療広域連合派遣）
主査 河野あかね 　係長 　阿部　弘幸
係長 山田　公彦 　係長 　日野亜希子
係長 阿部　公成 　主事 　門田　東樹
主事 鈴江　正典
主事 樫本　憲司
 （徳島滞納整理機構派遣）

課長　高橋　信行

出納室長 阿部　吉幸
主査 相原　輝実

現金及び有価証券
等の出納及び保管、
決算の調整などに
関すること

出納室
676-1116
IP2006

各課の配置各課の配置 仕事内容仕事内容と各課の配置各課の配置 仕事内容仕事内容と
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神領ゆり会議室

スダチ会議室

　課長　　福岡　祐司

課長補佐　　小松　増美
主査　　　　小西　　明
係長　　　　高橋　　功
主事　　　　西本　寛
主事　　　　松本　聖生　　　　
主事　　　　高橋　宏徳　　

　　課長　 相原　英夫

課長補佐　　中山　由美
課長補佐　　高橋　成文
主査　　　　鳥庭　　宏
主査　　　　松本　秀明
主事　　　　坂井　義隆
主事　　　　朝倉　健斗
専門員　　　尾西　逸夫

事務局次長　滝上　博文
業務員　　　藤井　康弘

事務局長　　高橋　信行

課長補佐　　木村　耕次
主査　　　　手塚   陽代
主事　　　　楠上　輝彦
主任業務員　森　　耕造

課長　 竹内　博久

課長補佐　高橋　則充　　課長補佐　相原　正弥
課長補佐　鍛　真由美　　主事　　　藤原　牧子
主事　　　森　　由仁　　主事　　　馬場　達郎
主事　　　北山　敬典　　主事　　　髙橋　実咲
主査　　　杼谷　学（神山つなぐ公社派遣）　
主事　　　白桃　薫（神山つなぐ公社派遣）

課長補佐　河野　和弘
主査　　　多田　誠二
主査　　　山田　公彦
主事　　　樫本　憲司
主事　　　稲垣　　恵  

課長　　水上　明彦

出納室長  阿部　くみ
室長補佐  相原　輝実

課長補佐　河野あかね
主査　　　阿部　弘幸
主査　　　阿部　公成
主事　　　吉川　祐介
主事　　　門田　東樹 
（後期高齢者医療広域連合派遣）

戸籍及びマイナンバー、国民年金、統計調査、消費者行政、
町営バス、選挙、町営住宅の維持管理、環境衛生、狂犬病
予防などに関すること
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各課の配置各課の配置 仕事内容仕事内容と

環境センター
678-0011　IP2033

下分保育所
677-0222　IP2026

広野保育所
678-0556　IP2027

総務課
676-1111　IP2001

応接室

町長室
町長　後藤　正和

ト
イ
レ

通用口
電算室

通用口

通用口

総括主任保育士 羽里　智子 総括主任保育士 箱石佳那子
総括主任保育士 西崎　容子 主任保育士 西橋　宏子
保育士 阿部　ゆか 保育士 塩本　敬子
主任調理員 大平　淳子 主任調理員 阿部　澄代

総括主任保育士 小山　典子 総括主任保育士 林　美智代
総括主任保育士 山口　准子 総括主任保育士 楠　　貴代
主任保育士 樽尾　圭子 保育士 堂脇　弓佳
主任調理員 北村　路代 用務員 坂東　史恵

AED

所長　岩西不二子

上分公民館
677-0010　IP2021

用務員　徳永　仁美

下分公民館
677-0004　IP2023

用務員　藤岡　映里

阿川公民館
678-0332　IP2025

用務員　村本　温子

鬼籠野公民館
676-0111　IP2024

用務員　佐々木咲江

学校給食共同調理場
676-1053　IP2034

主査　小松　増美

所長　廣岡　信枝

主任業務員　　岡田　義之
主任業務員　　井上　喜勇
業務員　　　　藤井　康弘

所長　福岡　祐司

支所長　　阿部　くみ
主査　　　多田　誠二

係長　　　　　粟飯原正博
主事　　　　　一宮　千洋
主事　　　　　駒形　良介
主任業務員　　住友　啓二

課長補佐　高橋　俊行
主査　　　河野　和弘
係長　　　永正　剛士
主任　　　佐々木由紀子
主事　　　花本　布美
技師　　　東城　由紀

主査　　　加藤千恵子
係長　　　近藤　直美
係長　　　原田　　幸
主任　　　大西　希実
主事　　　平嶋　基曜
主任業務員　山本　勝江

副所長　　　浦山　恵美
技師　　　　根本左知子
主任業務員　森長　和代

課長補佐　水上　明彦
課長補佐　木村　耕次
係長　　　手塚　陽代
主事　　　楠上　輝彦

広野支所
678-1111　IP2020

1F

2F

議会との調整、条例規則、文書の管
理、町長秘書、予算決算、地方債、
行政改革、職員の人事、給与及び福
利厚生、財産の管理、消防防災、交
通安全及び防犯、まちづくり計画、
広報、地域情報などに関すること

人権擁護、民生委員、児童福祉、障害者福祉、
高齢福祉、介護保険、保健予防、重度心身障
害者医療等、乳幼児等医療、栄養指導などに
関すること

学校との連絡調整、学校の組織編
成、教育課程、児童生徒の就学、
入退学及び転校、人権教育、生涯
学習、公民館等の運営、文化財、
社会体育施設の管理、各種大会の
開催などに関すること

高齢者の保健・医療・
福祉の相談、支援、
体制づくりなどに関
すること

建設課
676-1514　IP2015

健康福祉課
676-1114　IP2004

教育長室

教育委員会事務局
676-1522  IP2009

地域包括
支援センター
676-1185
IP2031

課長　　東　　圭祐

教育長　河野　善行

教育次長　小山　晃宏

課長　竹内　博久

各課の配置各課の配置各課の配置 仕事内容仕事内容仕事内容とと

用務員　徳永　仁美

上分公民館
677-0010　IP2021

副所長　　　　山口　准子　　主任保育士　西崎　容子
主任保育士　　樽尾　圭子　　保育士　　　清水麻衣子   
保育士　　　　塩本　敬子　　保育士　　　阿部ひかり　
用務員　　　　大平　淳子
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所長　　浦山　恵美
主任　　大西　希実
技師　　根本左知子
主任業務員　森長　和代

課長補佐　細井多恵子
課長補佐　加藤千恵子
主査　　　佐々木由紀子
主事　　　平嶋　基曜
技師　　　東城　由紀
主任業務員　山本　勝江

課長補佐　高橋　俊行　　　　
主査　　　近藤　直美
係長　　　原田　　幸　　　　　　
主事　　　鈴江　正典
主事　　　赤司　朋子

課長補佐　森下　博文
課長補佐　森　　　敏
係長　　　早瀬　亮介
主事　　　西本　靖志

課長　　阿部　吉幸

　教育次長　 宮田　伸也

係長　　　　　永正　剛士      
主事　　　　　花本　布美
主事　　　　　大坂　千洋
主事　　　　　駒形　良介
主任業務員　　住友　啓二

教育長　 高橋　博義

用務員　阿部　澄代

広野小学校
678-0806　IP2051

用務員　佐々木咲江

鬼籠野公民館
676-0111　IP2024

用務員　村本　温子

阿川公民館
678-0332　IP2025

主査　日野亜希子

学校給食センター
676-1053　IP2034

用務員　藤岡　映里

下分公民館
677-0004　IP2023

用務員　徳永　仁美

上分公民館
677-0010　IP2021

　　　　　　　　　所長　岩西不二子

副所長　　　山口　准子　　主任保育士　西崎　容子
主任保育士　樽尾　圭子　　保育士　　　清水麻衣子
保育士　　　塩本　敬子　　保育士　　　阿部ひかり
用務員　　　大平　淳子

広野保育所
678-0556　IP2027

　　　　　　　　　所長　林　美智代

副所長　　　箱石佳那子　　主任保育士　楠　貴代
主任保育士　西橋　宏子　　保育士　　　高橋　悠子
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下分保育所
677-0222　IP2026

所長　樫本　高康

主任業務員　　岡田　義之
主任業務員　　井上　喜勇

環境センター
678-0011　IP2033

支所長　河野　真二
主査　　正木　恵子

広野支所
678-1111　IP2020
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今
年
度
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

今
年
度
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
動
に
つ
い
て

の
活
動
に
つ
い
て

　

神
山
町
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制

度
が
導
入
さ
れ
て
、
5
年
目
の
春
を
迎

え
ま
し
た
。
4
月
か
ら
新
た
に
1
名
の

隊
員
が
加
わ
り
、現
在
の
隊
員
は
4
名
。

こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
の
4
名
も
、
神
山

で
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
4
月
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里
山

み
ら
い
（
事
務
所
所
在
地
：
神
領
本
上

角
）
が
誕
生
し
、「
里
山
の
〝
宝
〞
を

次
の
世
代
に
継
い
で
い
こ
う
」
を
合
言

葉
に
、
神
山
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。（
理
事
長

と
理
事
に
元
隊
員
の
有
正
あ
か
ね
、
永

野
裕
介
が
就
任
。）

　

そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
経
験
や
移
住
者
な

ら
で
は
の
視
点
を
生
か
し
て
、
今
年
度

は
主
に
下
記
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

各
活
動
に
関
し
て
は
、
里
山
み
ら
い

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://satoyam
a-m
irai.jp/about

）
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

（https://www.facebook.com/kamiyama.satoyamamirai/

）

で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
広

報
か
み
や
ま
」
の
本
コ
ー
ナ
ー
で
も
随

時
報
告
し
て
い
き
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
指
導
・

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新
隊
員
着
任
の
ご
挨
拶

新
隊
員
着
任
の
ご
挨
拶

●
川か
わ　

野の　

歩あ
ゆ　

美み

平
成
28
年
4
月
1
日
着
任

出
身
地
：
千
葉
県
四
街
道
市

前　

職
：
青
年
海
外
協
力
隊

　

神
山
町
の
皆
様
、は
じ
め
ま
し
て
。「
も

じ
ゃ
」
こ
と
川
野
歩
美
で
す
。
こ
こ
に
来

る
以
前
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
い
う
南
ア

ジ
ア
の
国
で
、
農
村
の
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

の
活
性
化
や
、
有
機
野
菜
栽
培
に
携
わ
っ

て
い
ま
し
た
。「
も
じ
ゃ
」
と
は
、
バン
グ

ラ
デ
シ
ュ
で
話
さ
れ
て
い
る
ベン
ガ
ル
語
で
、

「
美
味
し
い
、
楽
し
い
」
と
い
う
意
味
で

す
。
心
が
ほ
っ
こ
り
す
る
里
山
の
楽
し
い

暮
ら
し
、
農
家
さ
ん
の
愛
情
た
っ
ぷ
り
の

美
味
し
い
も
の
、神
山
の
た
く
さ
ん
の「
も

じ
ゃ
」
な
こ
と
を
、
多
く
の
人
と
分
か

ち
合
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
美
味
し

い
も
の
へ
の
飽
く
な
き
探
究
心
を
発
揮

し
、
神
山
の
す
だ
ち
や
梅
干
し
の
美
味

し
い
食
べ
方
を
発
見
し
て
、
世
界
に
発
信

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
知
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
、神
山
弁
も
ま
ま
な
ら
な
い
の
で
す
が
、

一日
も
早
く
地
域
に
な
じ
ん
で
い
け
る
よ

う
、
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

地域おこし

協力隊

里山みらい事務所風景

 里山みらいの活動内容 
➊里山の新しい価値を創造する活動
　➡「神山ルビィ」、「神山すだち遍路」企画の
実施

➋里山と都会の新しいつながりを創る活動
　➡「東京すだち遍路」、「神山すだち住民課」（ふ
るさと納税）の運営

　　※神山町役場からの委託業務
➌里山の自然環境や伝統文化を伝え継ぐ活動
　➡ホームページ・広報誌等での情報発信、地
域行事への参加

➍里山の暮らしに対する理解を促進する活動
　➡「神山森あそび隊」の実施

【お気に入りの神山の春】
美しく咲き誇る神山しだれ桜

　4月から協力隊 3年目に入りまし
た。やりたい事も見えてきたので、

任期後の事も
考えつつすだ
ちのシーズン
へ向けて頑
張っていこう
と思います。

小田奈生子（隊員 3年目）

【お気に入りの神山の春】
江田の菜の花

　地域おこし協力隊 2 年目を迎え
ました。4月より、上分字江田に住

居を移しまし
た。多くのご
縁、そして協
力 に 支 え ら
れ、新しい暮
らしをスター
トさせたいと
思います！

植田彰弘（隊員 2年目）

【お気に入りの神山の春】
我が家に響くホーホケキョのさえずり
　「屋根より高い鯉のぼり♪」のあ
る風景を神山では見かけますが、花

見遊山や川遊
び・森遊びな
ど、神山なら
ではの体験を
子どもと一緒
に楽しんでい
ます。

織田　智佳（隊員 1年目）
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移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ

れ
て
、
今
年
で
9
回
目
の
春
を
迎
え
ま

し
た
。
新
生
活
に
合
わ
せ
て
移
住
し
て

く
る
人
も
多
く
、
春
は
セ
ン
タ
ー
が
慌

た
だ
し
く
な
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

今
号
で
は
、
前
年
度
の
活
動
報
告
と
新

し
い
職
員
の
紹
介
を
お
届
け
し
ま
す
。

新
し
い
職
員
の
紹
介

●
竹た
け　

内う
ち　

和か
ず　

啓ひ
ろ

 

（
神
領
東
青
井
夫
在
住 

阿
波
市
出
身
）

　

こ
ん
に
ち
は
。
4
月
よ
り
グ
リ
ー
ン

バ
レ
ー
事
務
局
に
入
り
ま
し
た
、
竹
内

で
す
。
生
ま
れ
は
阿
波
町
で
す
が
、
大

学
か
ら
神
戸
に
出
て
、
そ
の
ま
ま
30
年

ほ
ど
暮
ら
し
て
お
り
ま
し
た
。
昨
年
か

ら
両
親
の
介
護
で
徳
島
に
帰
っ
て
く
る

こ
と
が
多
く
な
り
、
も
し
徳
島
に
戻
る

と
し
た
ら
ま
た
何
か
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ

う
な
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
い
い
な
と

思
っ
て
い
た
ら
、
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
と

ご
縁
が
繋
が
り
、
神
山
に
移
住
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

幼
少
の
頃
は
吉
野
川
の
川
縁
で
毎
日

遊
ん
で
育
っ
た
の
で
、自
然
が
大
好
き
、

根
っ
か
ら
の
川
好
き
で
す
。
子
供
は
4

人
い
る
の
で
す
が
、
う
ち
2
人
は
吉
野

川
の
「
川
の
学
校
」
に
入
れ
て
育
て
た

ぐ
ら
い
で
す
。
こ
の
自
然
豊
か
な
神
山

に
て
、
心
豊
か
な
皆
さ
ま
と
関
わ
れ
る

こ
と
を
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

● 
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

●

NPO法人
グリーンバレー
☎676-1177

IP：2028

＊＊＊ 平成27年度の活動報告 ＊＊＊
●移住希望者の相談件数　76件

センター訪問や、電話、メールでの問い合わせなど、1年
間でこれだけの移住相談がありました。実際にセンターを
訪問してくださった方には、町内各地区の案内や空き家の
案内を行いました。

●新規移住者の数　7世帯 15人
移住交流支援センターを介して、これだけの方が実際に移
住してこられました。例年どおり、都市部からの Iターン
移住が多かったのですが、今年は神山町に祖父母がお住い
の「孫ターン」の方もいらっしゃいました。

●新規移住者の平均年齢　約 29歳
新規移住者は30～40代の方々が中心を占め、うち子ども
が 3人でした。若い夫婦世帯での移住と、
小学校入学前の子どもがいる夫婦世帯での
移住がほとんどでした。

今年度もよろしくお願いします今年度もよろしくお願いします
　空き家が掃除、改修され、人が移り住む。そして町の風景が少しずつ変わっていく。

やりがいのある仕事に携われて、うれしく思っています。

　地域のみなさまには、空き家所有者とのつなぎ役や、移住した後の日常のお世話役を

日々担ってくださり、ありがとうございます。より多くの地域で移住してくる人を受け入れ

てもらえるよう、活動を展開して参りますので、引き続きご支援をよろしくお願いいたします。

 グリーンバレー　伊藤

9 平成28年 5 月15日発行
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神
山
東
中
学
校
閉
校
式

　

3
月
24
日
、
神
山
東
中
学
校
閉
校
式

が
同
中
学
校
の
体
育
館
で
行
わ
れ
、
来

賓
の
方
々
、
在
校
生
や
卒
業
生
な
ど
約

2
3
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
卒
業
生
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

三
村
可
奈
さ
ん
が
シ
ョ
パ
ン
の
「
別
れ

の
曲
」
を
演
奏
し
、
式
典
は
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
後
の
学
校
長
挨
拶
で
は
、

「
神
山
東
中
学
校
で
築
き
上
げ
て
き
た

素
晴
ら
し
い
伝
統
は
消
え
る
こ
と
な

く
、
卒
業
生
の
心
の
中
で
輝
き
続
け

る
。」
な
ど
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
お
別
れ

会
で
は
、
歴
代
卒
業
生
の
写
真
を
納
め

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
生
徒
に
よ
る
合
唱
が
披
露

さ
れ
、
最
後
に
参
加
者
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
し
会
は
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

神
山
東
中
学
校
は
、昭
和
22
年（
１
９

４
７
年
）
4
月
1
日
、
広
野
小
学
校
と

併
設
で
阿
野
村
広
野
中
学
校
と
し
て
創

立
さ
れ
、
生
徒
2
3
5
人
の
6
学
級
、

教
師
9
人
で
開
校
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

昭
和
30
年
の
町
村
合
併
に
よ
り
、
神
山

町
広
野
中
学
校
に
、
さ
ら
に
昭
和
45
年

に
神
山
町
神
山
東
中
学
校
と
改
称
し
ま

し
た
。
生
徒
数
は
比
較
的
安
定
し
て
お

り
、
中
で
も
部
活
動
が
盛
ん
で
最
盛
期

に
は
14
も
の
部
数
が
あ
り
、
体
育
部
は

県
・
郡
大
会
な
ど
で
優
勝
す
る
な
ど
数

多
く
の
実
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
広
野
地
区
の
児
童
生

徒
の
減
少
が
激
し
く
、
複
式
学
級
に
よ

り
適
正
な
教
員
配
置
が
困
難
に
な
る
と

予
想
さ
れ
た
た
め
、
平
成
28
年
3
月
31

日
、
広
野
中
学
校
時
代
か
ら
通
算
69
年

と
い
う
、
町
内
中
学
校
で
歴
史
が
最
も

長
い
東
中
学
校
は
神
山
中
学
校
と
統
合

す
る
た
め
、
休
校
と
な
り
ま
し
た
。

金
持
展
市
さ
ん

高
齢
者
叙
勲　

瑞ず
い

寶ほ
う

雙そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

　

3
月
1
日
、金
持
展
市
さ
ん
（
88
歳
・

上
分
字
川
又
）
が
高
齢
者
叙
勲
・
瑞
寶

雙
光
章
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

金
持
展
市
さ
ん
は
、
昭
和
25
年
下
分

上
山
中
学
校
教
諭
と
な
り
、
昭
和
62
年

3
月
に
阿
川
小
学
校
長
と
し
て
退
職
さ

れ
る
ま
で
の
37
年
間
、
教
職
一
筋
の
誠

実
な
教
育
者
と
し
て
、
徳
島
県
の
小
・

中
学
校
の
教
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

教
諭
時
代
に
は
、
職
業
科
主
任
と
し

て
「
楽
し
い
授
業
・
わ
か
る
授
業
」
の

実
践
に
熱
心
に
取
り
組
む
傍
ら
、
進
路

指
導
に
も
あ
た
ら
れ
「
子
ど
も
の
た
め

に
骨
惜
し
み
せ
ず
力
を
合
わ
せ
て
や
り

抜
く
」
を
信
条
と
し
て
、
進
学
・
就
職

の
た
め
東
奔
西
走
、
手
腕
を
発
揮
さ
れ

ま
し
た
。

　

校
長
時
代
に
は
、
精
力
的
に
学
校
経

営
に
取
り
組
ま
れ
、
徳
島
県
教
育
委
員

会
よ
り
2
度
も
藍
青
賞
を
受
賞
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
徳
島
県
へ
き
地
教
育

研
究
連
盟
理
事
・
幹
事
長
・
副
会
長
を

歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
費
者
庁

　

神
山
町
で
試
験
業
務

　

3
月
14
日
か
ら
17
日
ま
で
、
消
費
者

庁
が
下
分
の
神
山
バ
レ
ー
・
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
徳

島
移
転
に
向
け
た
試
験
業
務
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
政
府
機
関
の
地
方
移
転
の
ひ

と
つ
で
、
消
費
者
庁
は
徳
島
県
へ
の
移

転
を
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
神
山

町
が
試
験
業
務
の
実
施
拠
点
と
な
っ
た

まちの

　 出来事

かん太くん
▲校旗を町に返納する敷田芳郎校長（左）

▲生徒代表挨拶　上田慶一郎さん

▲広野中学校
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た
め
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
庁
は
町
に
滞

在
し
な
が
ら
、
東
京
と
テ
レ
ワ
ー
ク
で

通
常
業
務
を
数
日
間
試
験
し
ま
し
た
。

新　

神
山
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

完
成

　

神
山
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
、
名
称
も
新
た
に
学
校
給
食
共
同
調

理
場
か
ら
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
と
変

更
し
て
、
3
月
15
日
に
落
成
式
を
行
い

ま
し
た
。
新
施
設
は
、
オ
ー
ル
電
化
に

よ
る
最
新
設
備
を
設
置
し
て
お
り
、
児

童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
安
心
安
全
な
給

食
の
提
供
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

敷
地
面
積
、
1
2
5
0
・
２
５
㎡

　

延
べ
床
面
積
、
3
8
3
・
５
１
㎡

3
月
4
日
・
神
山
温
泉
い
や
し
の

湯
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

神
山
温
泉
い
や
し
の
湯
は
平
成
15
年

4
月
に
現
在
の
新
館
を
建
設
し
て
か
ら

13
年
が
経
過
し
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
る
た
め
に
初
め
て
の
大
幅
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー

か
ら
脱
衣
所
、
浴
室
の
通
路
ま
で
を
畳

敷
き
に
し
、
柔
ら
か
い
畳
を
使
う
こ
と

で
高
齢
者
や
小
さ
な
お
子
様
連
れ
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
や
サ
ウ
ナ

室
も
一
新
し
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
施
設

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

農
村
ふ
れ
あ
い
公
園
に
遊
具
を

設
置
し
ま
し
た

　

神
山
温
泉
に
隣
接
す
る
農
村
ふ
れ
あ

い
公
園
に
幼
児
向
け
の
総
合
遊
具
と
ベ

ン
チ
2
基
を
設
置
し
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト

登
り
、
太
鼓
登
り
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、

丸
太
つ
り
橋
風
渡
橋
、
直
線
滑
り
台
、

曲
線
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
で
遊
べ
ま
す
。

利
用
対
象
年
齢
は
3
歳
〜
6
歳
で
す
。

神
山
町
役
場
に
電
気
自
動
車
が

導
入
さ
れ
ま
し
た

　

3
月
30
日
、
神
山
町
は
日
産
自
動
車

株
式
会
社
が
実
施
し
て
い
る
電
気
自
動

車
活
用
事
例
創
発
事
業
の
一
環
で
電
気

自
動
車
ｅ

－

Ｎ
Ｖ
2
0
0
を
導
入
し
ま

し
た
。
日
産
自
動
車
株
式
会
社
は
、
持

続
可
能
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、

電
気
自
動
車
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
電
気
自
動
車
活
用
事
例
創
発
事

業
で
は
ｅ

－

Ｎ
Ｖ
2
0
0
を
3
年
間
無

償
貸
与
し
、
電
気
自
動
車
の
普
及
を
目

指
す
も
の
で
す
。

　
ｅ

－

Ｎ
Ｖ
2
0
0
は
最
大
1
5
0
0

Ｗ
の
電
力
を
供
給
す
る
パ
ワ
ー
プ
ラ
グ

に
よ
っ
て
屋
外
で
の
電
源
供
給
が
可
能

と
な
り
、
走
る
蓄
電
池
と
し
て
、
様
々

な
シ
ー
ン
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
神
山
町
で
は
今
後
更
な
る
省
エ
ネ

の
実
現
と
屋
外
で
電
源
が
必
要
な
業
務

で
の
ｅ

－

Ｎ
Ｖ
2
0
0
の
活
用
を
考
え

て
い
ま
す
。
観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
神

山
町
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
流
し
た
り
夜
間

作
業
の
照
明

な
ど
で
今
後

皆
様
の
目
に

触
れ
る
こ
と

が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま

す
。

▲板東長官（右）と会談する町長と町議会議長

▲完成した学校給食センター

▲学校給食センター落成式テープカットの様子▲畳敷きにリニューアルされた浴室

▲設置された遊具

▲目録授与

11 平成28年 5 月15日発行
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道
の
駅
で
人
権
啓
発

　

4
月
4
日
、
す
だ
ち
っ
こ
く
ら
ぶ
の

子
ど
も
た
ち
と
神
山
町
人
権
擁
護
委
員

の
皆
さ
ん
、
徳
島
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
の
皆
さ
ん
で
、
人
権
啓
発
活
動
を

道
の
駅
に
て
行
い
ま
し
た
。
人
権
の
大

切
さ
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

阿
川
梅
ま
つ
り

　

健
康
ウ
ォ
ー
ク
、
種
飛
ば
し

　

2
月
28
日
か
ら
3
月
21
日
ま
で
、
阿

川
梅
の
里
で
25
回
目
の
阿
川
梅
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
月
6
日
に
行
わ
れ
た
梅
ま
つ
り
健

康
ウ
ォ
ー
ク
に
は
4
㎞
と
7
㎞
コ
ー
ス

合
わ
せ
て
1
2
0
人
以
上
が
参
加
し
、

満
開
の
梅
を
楽
し
み
な
が
ら
爽
や
か
な

汗
を
流
し
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
後
行
わ

れ
た
梅
干
し
種
飛
ば
し
大
会
で
は
、
男

女
子
ど
も
の
3
部
門
合
わ
せ
て
50
人
以

上
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
賞
者
に

は
神
山
特
産
品
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

江
田
菜
の
花
ま
つ
り

　

3
月
20
日
、
上
分
字
の
江
田
地
区
で

9
回
目
の
菜
の
花
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
上
分
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
会
の

ウ
ォ
ー
ク
も
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
黄

色
に
染
ま
っ
た
棚
田
の
壮
大
さ
に
感
嘆

の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

▲子どもたちによる人権啓発▲集合写真

▲種飛ばし大会で距離を測定

▲菜の花ウォークを楽しむ参加者

昨年の菜の花まつりから、この日を迎えるまで

▼①咲き終わった菜の花から採種
するため鳥害予防ネットをかける

▲⑥平成28年 3月13日、
ウォークの道を掃除。
神山塾生らもお手伝い

▲

②平成27年 5
月14日、江田地区
の住民みんなで
菜の花刈り

▲③同日、
刈った菜の花を
天日干し

▲

④平成27年6月3日、
乾燥した菜の花から種
を取る

▲⑤平成27年10月18日、
種を蒔く
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下
分
ま
ち
づ
く
り

　

郵
便
局
移
転
で
餅
投
げ
開
催

　

3
月
21
日
、
下
分
地
区
の
今
井
郵
便

局
が
道
路
を
挟
ん
で
向
か
い
側
に
移
転

す
る
こ
と
に
な
り
、「
自
分
た
ち
が
利

用
す
る
施
設
の
新
た
な
出
発
を
み
ん
な

で
お
祝
い
し
よ
う
」
と
下
分
ま
ち
づ
く

り
実
行
委
員
会
が
企
画
し
て
、
下
分
公

民
館
で
建
前
餅
投
げ
が
開
催
さ
れ
、
約

5
0
0
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

全
部
で
3
石
（
4
5
0
㎏
）
の
お
餅

が
用
意
さ
れ
、
大
黒
餅
が
投
げ
渡
さ
れ

た
の
を
機
に
お
餅
約
1
万
袋
（
餅
2
個

入
り
）
や
お
菓
子
な
ど
が
町
長
や
関
係

者
の
手
か
ら
一
斉
に
ま
か
れ
ま
し
た
。

ケ
ガ
を
防
止
す
る
た
め
餅
の
袋
の
中
に

は
角
餅
の
引
換
券
や
、
そ
の
他
ビ
ー
ル

や
清
酒
の
引
換
券
も
入
っ
て
い
た
り
と

大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

下
分
地
区
交
通
安
全
分
会

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
点
検

　

4
月
6
日
、
全
国
春
の
交
通
安
全
運

動
に
伴
い
下
分
地
区
交
通
安
全
分
会
は

こ
の
日
11
人
で
手
分
け
し
て
、
地
元
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
磨
い
た
り
取
替
な
ど

を
行
い
、

地
区
の
交

通
安
全
強

化
に
努
め

ま
し
た
。

鬼
籠
野
さ
く
ら
ま
つ
り

　

4
月
3
日
、
鬼
籠
野
さ
く
ら
ま
つ
り

が
鬼
籠
野
小
学
校
前
の
空
き
地
で
開
催

さ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
回
で
12
回
目
を
迎
え
た
こ
の
ま
つ

り
は
、
沿
道
に
県
が
植
栽
し
た
桜
の
管

理
を
鬼
籠
野
さ
く
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
が
引
き
受
け
、「
こ
の
桜
を
み

ん
な
に
見
に
来
て
も
ら
い
た
い
」
と
始

ま
り
ま
し
た
。
ま
つ
り
で
は
住
民
た
ち

の
手
作
り
の
ち
ら
し
寿
司
や
お
餅
、
た

こ
焼
き
な
ど
が
販
売
さ
れ
昼
前
に
は
売

り
切
れ
る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し
た
。
ま

た
売
り
上
げ
は
被
災
地
な
ど
に
募
金
さ

れ
る
そ
う
で
す
。

鬼
籠
野
ゆ
う
か
の
里

　

木
造
2
階
建
の
休
憩
所
完
成

　

3
月
27
日
か
ら
4
月
5
日
ま
で
、
鬼

▲なかなか終わらない量のお餅が降り注ぎました

▲梯子に上りカーブミラーを掃除

▲佐々木欽市さん、最初に植えた桜の前で

▲角餅製作中

▲お菓子を袋詰め

▲郵便局を見学に来た下分保
育所の子どもたちに、まちづ
くり実行委員会からお菓子の
プレゼント

▲飯泉知事や山西県議会議員らも
かけつけ、餅つきや桜ウォークが行
われました

▲▲まつり当日は雨のため片付け
ができず、数日後天気を見計らって
提灯を外したりテントの解体やの
ぼり旗の撤去を行いました。平日
だったので少人数でしたが、みんな
で力を合わせました

▲小雨の中多くの人が訪れる

13 平成28年 5 月15日発行
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籠
野
字
一
ノ
坂
の
ゆ
う
か
の
里
で
さ
く

ら
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
無
料
で
開
放
さ

れ
た
桜
の
山
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い
、

今
年
か
ら
で
き
た
休
憩
所
の
2
階
か
ら

の
眺
め
や
夕
方
か
ら
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

な
ど
、
ま
た
違
っ
た
桜
の
様
子
が
楽
し

め
ま
し
た
。

　

ゆ
う
か
の
里
は
佐
々
木
欽
市
さ
ん

（
一
ノ
坂
）
が
一
人
で
管
理
し
て
お
り
、

平
成
19
年
に
さ
く
ら
会
か
ら
し
だ
れ
桜

の
苗
木
を
3
本
譲
り
受
け
て
育
て
て
み

た
と
こ
ろ
よ
く
伸
び
て
お
も
し
ろ
い
と

感
じ
、
ま
た
【
人
生
で
最
後
に
何
か
を

残
し
て
お
き
た
い
】
と
い
う
気
持
も

あ
っ
た
佐
々
木
さ
ん
は
そ
の
後
も
植
え

続
け
、
現
在
は
3
3
0
本
に
も
の
ぼ

る
桜
が
咲
き
誇
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
成
長
が
早
い
レ
ン
ギ
ョ

ウ
な
ら
桜
と
一
緒
に
見
ら
れ
る
と
考
え

1
5
0
0
本
を
植
え
て
み
た
ら
、
ピ
ン

ク
と
黄
色
の
綺
麗
な
色
彩
を
楽
し
め
る

よ
う
に
も
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て

こ
の
場
所
を
ひ
孫
の
名
前
か
ら
「
ゆ
う

か
の
里
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
「
み
ん
な
が
来
て
く

れ
て
綺
麗
な
っ
て
言
っ
て
喜
ん
で
帰
っ

て
く
れ
る
の
が
一
番
嬉
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

第
53
回　

神
山
町
長
杯
県
下

　

俳
句
大
会

第
9
回　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
く
ら
会

　

理
事
長
杯
県
下
俳
句
大
会

　

3
月
27
日
、
第
53
回
神
山
町
長
杯
県

下
俳
句
大
会
と
第
9
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ

く
ら
会
理
事
長
杯
県
下
俳
句
大
会
が
広

野
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

投
句　

五
題

　
　

一
、
山
桜

　
　

二
、
ひ
・
み
・
こ
（
折
句
）

　
　

三
、
春
の
空

　
　

四
、
卒
業

　
　

五
、
桃
の
花

第
53
回　

神
山
町
長
杯
県
下

俳
句
大
会

　

抜
句
の
部

　
　

＊
優　

勝　

田
渕　
　

明

　
　

＊
準
優
勝　

采
見　

憲
男

　
　

＊
第
三
位　

庄
野　

か
ほ

　

落
巻
の
部

　
　

＊
優　

勝　

村
尾　

芦
月

　
　

＊
準
優
勝　

居
山
め
ぐ
み

　
　

＊
第
三
位　

森　
　

健
州

第
9
回　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
山
さ
く
ら
会

理
事
長
杯
県
下
俳
句
大
会

　
　

＊
優　

勝　

田
渕　
　

明

　
　

＊
準
優
勝　

采
見　

憲
男

　
　

＊
第
三
位　

居
山
め
ぐ
み

 

（
敬
称
略
）

下
分
婦
人
の
会

　

4
Ｋ
映
像
を
楽
し
む

　

2
月
28
日
、
下
分
婦
人
会
が
町
内
の

企
業
㈱
え
ん
が
わ
の
協
力
の
も
と
、
下

分
公
民
館
で
4
Ｋ
テ
レ
ビ
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
せ
っ
か
く
町
内
に
4
Ｋ
映

像
制
作
会
社
が
来
て
く
れ
た
の
で
、
み

ん
な
で
4
Ｋ
の
こ
と
を
も
っ
と
知
ろ
う

と
婦
人
会
が
企
画
し
、
約
30
人
が
集

ま
っ
て
現
在
の
神
山
の
様
子
や
過
去
の

写
真
を
4
Ｋ
映
像
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
映
像
が
キ
レ
イ
で
内
容

も
身
近
な
町
内
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
と

て
も
楽
し
か
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し

た
。特

定
非
営
利
活
動
法
人

生
涯
現
役
応
援
隊
が
設
立

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

生
涯
現
役

応
援
隊
が
設
立
さ
れ
、
活
動
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

　

4
月
17
日
㈰
、
旧
鬼
籠
野
小
学
校
体

育
館
に
お
い
て
、「
通
い
の
場
記
念
式

典
」
が
開
催
さ
れ
、
記
念
講
演
で
は
、

徳
島
文
理
大
学　

保
健
福
祉
学
部　

理

学
療
法
学
科　

鶯　

春
夫
教
授
か
ら

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
」
の
お
話

が
あ
り
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

は
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
症
候
群
（
運
動
器

症
候
群
）を
予
防
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

生
活
の
中
で
気
軽
に
実
践
で
き
る
開
眼

片
足
立
ち
や
か
か
と
上
げ
な
ど
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

生
涯

現
役
応
援
隊
で
は
、
平
成
28
年
4
月
か

▲休憩所にはたくさんの花見客が訪れました

▲授賞式の様子

▲テレビに釘付けのマダムのみなさん
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健
康
福
祉
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒
1
1
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
4

高
齢
者
見
守
り
事
業

　

神
山
町
高
齢
者
見
守
り
等

　
　
　
　
　

支
援
事
業
に
つ
い
て

　

今
年
度
も
神
山
町
で
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
高
齢
者

見
守
り
等
支
援
事
業
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
下
記
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（
上
限
30
世
帯
）

※
た
だ
し
、
次
の
用
件
を
全
て
満

た
す
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
神
山
町
在
住
の
65
歳
以
上
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

・
光
回
線
情
報
通
信
網
が
使
用
で

き
る
世
帯

・
協
力
員
が
2
名
必
要

●
主
な
サ
ー
ビ
ス
内
容

①
セ
ン
サ
ー
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
自
宅
に
カ

メ
ラ
セ
ン
サ
ー
付
き
多
機
能
情
報
端
末

（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
）
を
設
置
し
、
定

期
的
に
端
末
か
ら
届
く
デ
ー
タ
を
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
が
確
認
し
、
高
齢
者
の
見

守
り
を
行
い
ま
す
。

②
緊
急
通
知
サ
ー
ビ
ス

　

緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
端
末

の
画
面
上
の
緊
急
通
知
ボ
タ
ン
を
ワ
ン

タ
ッ
チ
す
る
こ
と
で
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
、
容
易
に
緊
急
通
知
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
万
が
一
、
異
常
を
感
知
し
た
場
合
、

ま
た
は
緊
急
通
知
を
受
け
た
場
合

・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
高
齢
者
の
自
宅

に
電
話
を
か
け
、
安
否
確
認
を
行
い

ま
す
。

・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
電
話
で
安
否
が

確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
か
ら
協
力
員
に
電
話
が
あ
り

ま
す
。
協
力
員
は
高
齢
者
の
自
宅
に

向
か
い
、
高
齢
者
の
安
否
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

③
電
子
回
覧
板
サ
ー
ビ
ス

　

高
齢
者
の
自
宅
に
設
置
さ
れ
た
端
末

に
、
定
期
的
に
、
動
画
、
静
止
画
、
音

声
な
ど
多
様
な
形
態
の
情
報
を
配
信

し
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

④
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

日
頃
か
ら
他
の
人
と
会
話
す
る
機
会

が
少
な
い
高
齢
者
に
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
か
ら
定
期
的
な
電
話
連
絡
を
行
う

な
ど
声
か
け
活
動
を
行
い
ま
す
。

●
負
担
金
に
つ
い
て

　

1
ヵ
月
の
負
担
金
は
3
0
0
円
で

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

神
山
町
役
場　

健
康
福
祉
課

福
祉
第
1
係　

☎
6
7
6

－

1
1
1
4

　

I
P
2
0
0
4

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

（
高
齢
者
向
け
給
付
金
）に
つ
い
て

　

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

金
（
高
齢
者
向
け
給
付
金
）
は
、
賃
金

引
上
げ
の
恩
恵
が

及
び
に
く
い
所
得

の
少
な
い
高
齢
者

の
方
を
支
援
す
る

役場からの

　おしらせ

あゆちゃん

ら
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
身

体
を
動
か
し
た
り
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
な
ど
実
施
す
る
「
住
民
主
体
の

通
い
の
場（
サ
ロ
ン
）」
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

開
催
日
時
・
場
所

毎
週
火
曜
日　

13
：
00
〜
15
：
30

旧
鬼
籠
野
幼
稚
園

　

生
涯
現
役
応
援
隊
は　

神
山
町
の
み

な
さ
ま
が
〝
お
互
い
さ
ま
の
輪
〞
を
広

げ
、達
者
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、

介
護
予
防
、
閉
じ
こ
も
り
予
防
、
健
康

づ
く
り
の
充
実
と
推
進
を
図
っ
て
い
く

と
の
こ
と
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　

生
涯
現
役
応
援
隊

神
山
町
鬼
籠
野
字
川
東
1
1
9
番
地

Ｉ
Ｐ
電
話
：
4
9
8
8

▲記念式典にはたくさんの人が参加しました

15 平成28年 5 月15日発行

広報かみやま05月№304.indd 15広報かみやま05月 №304.indd   15 2016/05/10 14:13:152016/05/10   14:13:15



た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

〈
支
給
対
象
者
〉

　

左
記
の
2
つ
の
要
件
を
共
に
満
た
す

方
が
対
象
で
す
。

●
平
成
27
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付
金
の

支
給
対
象
で
あ
る
方
（
平
成
27
年
度

の
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

方
。
た
だ
し
、
課
税
者
の
扶
養
親
族

や
生
活
保
護
の
方
な
ど
は
対
象
外
で

す
。
な
お
要
件
を
満
た
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
給
付
金
を
受
け
取
っ

て
い
な
い
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。）

●
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で
に
65
歳
以

上
に
な
る
方
（
昭
和
27
年
4
月
1
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

※
年
金
を
受
給
し
て
い
る
か
否
か
に
関

わ
ら
ず
、
2
つ
の
支
給
要
件
を
満
た

せ
ば
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

☆
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
6
月
上

旬
に
申
請
書
を
送
付
す
る
予
定
で

す
。

〈
支
給
額
〉

●
対
象
者
1
人
に
つ
き

　
　

３
０
、0
0
0
円
（
1
回
限
り
）

※
平
成
27
年
1
月
1
日
時
点
で
住
民
票

が
神
山
町
に
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

健
康
福
祉
課　

給
付
金
係

 

☎
6
7
6

－

1
1
1
4

 

I
P
2
0
0
4

「
高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
」
が
平
成
28
年
度

よ
り
年
間
4
冊
ま
で
購
入
可
能
に
な
り
ま
し
た

◆
利
用
で
き
る
人
（
神
山
町
に
住
民
登

録
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る
方
）

①
70
歳
以
上
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用

困
難
な
方

②
介
護
保
険
法
に
よ
る
要
支
援
1
以
上

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
1
、
2
級
の
障

害
認
定
を
受
け
て
い
る
方

④
療
育
手
帳
の
Ａ
1
、
Ａ
2
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方

⑤
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
1
、

2
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

※
右
記
の
方
で
あ
っ
て

も
、
町
税
等
の
滞
納

が
あ
る
方
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

◆
申
請
方
法

申
請
受
付
・
助
成
券
交
付
場
所
…

役
場
健
康
福
祉
課
、
広
野
支
所
、

各
公
民
館

◆
助
成
券
に
つ
い
て

1
冊
（
12
枚
綴
り
）
…

 

1
、0
0
0
円
で
購
入

購
入
で
き
る
冊
数
…
1
年
間

 

（
4
月
〜
3
月
末
）
で
4
冊
ま
で

※
1
冊
使
い
終
わ
っ
た
時
点
で
、
半
券

を
つ
け
て
2
冊
目
の
申
込
み
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
助
成
券
に
有
効
期
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
利
用
で
き
る
範
囲

　

乗
車
場
所
ま
た
は
降
車
場
所
が
神
山

町
内
で
あ
る
こ
と
。

◆
助
成
額

運　
　

賃

助 

成 

額

2
、0
0
0
円
以
下

半
額

2
、0
0
1
円
〜

3
、0
0
0
円

運
賃
か
ら

1
、0
0
0
円
を

引
い
た
額

3
、0
0
1
円
以
上

一
律
2
、0
0
0
円

◆
助
成
券
が
利
用
で
き
る

　

タ
ク
シ
ー
業
者

　

㈲
川
又
タ
ク
シ
ー

　

㈲
寄
井
観
光

　

つ
ば
め
観
光
㈲

◆
注
意
事
項

・
申
請
後
、
助
成
券
の
交
付
ま
で
数
日

か
か
り
ま
す
。

・
助
成
券
を
利
用
で
き
る
の
は
、
交
付

を
受
け
た
本
人
の
み
で
す
。

・
転
出
、
死
亡
さ
れ
た
場
合
は
、
助
成

券
を
役
場
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

・
未
使
用
分
の
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ

ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

健
康
福
祉
課　

福
祉
第
1
係

 

☎
6
7
6

－

1
1
1
4

 

I
P
2
0
0
4

児
童
福
祉
週
間
・
月
間
に
つ
い
て

　

5
月
5
日
か
ら
5
月
11
日
ま
で
は
全

国
児
童
福
祉
週
間
で
す
。
ま
た
、
5
月

1
日
か
ら
5
月
31
日
ま
で
は
徳
島
県
児

童
福
祉
月
間
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
こ

と
、
こ
れ
は
社
会
の
宝
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
に
対
す
る
国
民
全
体
の
願
い
で
あ

り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
家
庭
や
地
域

に
お
い
て
、
豊
か
な
愛
情
に
包
ま
れ
な

が
ら
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て
、
未
来
の

担
い
手
と
し
て
、
個
性
豊
か
に
、
た
く

ま
し
く
育
っ
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
・

社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
1
人
ひ
と
り
が

そ
れ
ぞ
れ
の
意
思
で
新
し
い
未
来
を
築

い
て
い
こ
う
と
す
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
応
援

す
る
社
会
環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と

も
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
標
語

　

そ
の
笑
顔

　
　
　
　

未
来
を
照
ら
す

　
　
　
　
　
　
　

道
し
る
べ

エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ　

〜
徳
島
保
健
所
よ
り
〜

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
は
「
だ
れ
も
が
か
か

る
！
」
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
、
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
。
も
ち
ろ
ん〝
匿
名
〞

〝
無
料
〞〝
申
し
込
み
不
要
〞
で
す
。
検

査
結
果
は
、
採
血
後
、
約
30
分
で
お
伝

え
で
き
ま
す
。

＊
受
付
日
時
＊

①
定
例
相
談
／
検
査

　

日
時
：
毎
週
火
曜
日

 

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
後
0
時
30
分
か
ら
午
後
2
時
ま
で
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②
夜
間
相
談
／
検
査

　

日
時
：
平
成
28
年

　
　
　
　

6
月
7
日
㈫
・
8
月
2
日
㈫

　
　
　
　

10
月
4
日
㈫
・
12
月
6
日
㈫

　
　
　
　

平
成
29
年

　
　
　
　

2
月
7
日
㈫

　

い
ず
れ
も
午
後
6
時
か
ら
午
後
7
時

ま
で

＊
受
付
・
検
査
場
所
＊

東
部
保
健
福
祉
局　

徳
島
保
健
所

2
階
検
診
コ
ー
ナ
ー

 

（
徳
島
市
新
蔵
町
3
丁
目
80
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

東
部
保
健
福
祉
局　

徳
島
保
健
所

疾し
っ

病ぺ
い

対た
い

策さ
く

担
当

 

☎
6
0
2

－

8
9
0
7

ま
む
し（
ハ
メ
）血
清
の
配
置

　

本
年
も
次

の
場
所
に
、

ま
む
し
血
清

を
配
置
し
て

い
ま
す
。
配

置
期
間
は
、

5
月
1
日
か

ら
10
月
31
日

ま
で
で
す
。

税
務
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
1
1
5

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
5

平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
、
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
や
重
症
化
の

予
防
の
た
め
、
健
康
診
査
を
実
施
し
ま

す
。

　

健
康
診
査
の
対
象
と
な
る
方
に
は

『
健
康
診
査
受
診
券
』
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
査
受
診
券
を
お
送
り
す
る
時
期

○
入
院
を
さ
れ
て
い
な
い
方
、
ま
た
は

生
活
習
慣
病
と
診
断
さ
れ
て
い
な
い

方
…
平
成
28
年
8
月
（
予
定
）

　

入
院
を
さ
れ
て
い
た
方
及
び
生
活
習

慣
病
と
診
断
さ
れ
た
方
は
、
す
で
に
健

康
状
態
を
把
握
さ
れ
、
医
師
の
指
導
を

受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
健
康
診
査
の
対
象
者
か
ら
除
い
て

い
ま
す
。

※
生
活
習
慣
病
と
は
、
生
活
習
慣
が
発

症
原
因
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
病
気
で
、
糖
尿
病
、
高
血

圧
性
疾
患
、
脂
質
異
常
症
、
虚
血
性

心
疾
患
、
そ
の
他
心
疾
患
、
く
も
膜

下
出
血
、
脳
内
出
血
、
脳
梗
塞
、
脳

動
脈
硬
化
、
そ
の
他
脳
血
管
疾
患
、

動
脈
硬
化
が
あ
り
ま
す
。

○
前
述
以
外
の
方
で
、
平
成
28
年
4
月

以
降
に
血
液
検
査
や
尿
検
査
を
さ
れ

て
い
な
い
方

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
成
28

年
8
月
以
降
に
お
住
ま
い
の
市
町
村
担

当
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
る
健
康
診
査

申
込
書
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

締
切
り
は
平
成
28
年
11
月
末
頃
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

○
平
成
28
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
28
年

9
月
30
日
ま
で
の
間
に
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
た
方

　

加
入
時
期
に
応
じ
、
次
の
と
お
り
5

月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
に
健
康
診
査
申

込
書
を
送
付
し
ま
す
。
入
院
を
さ
れ
て

い
な
い
方
ま
た
は
生
活
習
慣
病
と
診
断

さ
れ
て
い
な
い
方
で
受
診
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
広
域
連
合
事
務
局
ま
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
受
診
券
を
後
日
送
付

し
ま
す
。

健
康
診
査
申
込
書
の
送
付
時
期（
予
定
）

①
1
月
1
日
か
ら
3
月
31
日
ま
で
の

　

間
に
加
入
さ
れ
た
方
…
…
…
…
5
月

②
4
月
1
日
か
ら
5
月
31
日
ま
で
の

　

間
に
加
入
さ
れ
た
方
…
…
…
…
6
月

③
6
月
1
日
か
ら
7
月
31
日
ま
で
の

　

間
に
加
入
さ
れ
た
方
…
…
…
…
8
月

④
8
月
1
日
か
ら
8
月
31
日
ま
で
の

　

間
に
加
入
さ
れ
た
方
…
…
…
…
9
月

⑤
9
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
の

　

間
に
加
入
さ
れ
た
方
…
…
…
…
10
月

○
平
成
28
年
10
月
以
降
に
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
る
方

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健
康
診
査

対
象
外
と
な
り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
す
る
ま
で
に
、
現
在
加

入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
で
健
康
診
査

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
施
設
入
所
さ
れ
て
い
る
方

　

障
害
者
支
援
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
保

険
施
設
等
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
健
康
診
査
を
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

健
診
項
目

　

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、

　

尿
検
査

受
診
費
用

　

無
料

受
診
期
間

　

受
診
券
を
受
け
取
ら
れ
た
と
き
か
ら

平
成
28
年
12
月
末
日
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
】

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局
事
業
課

☎
0
8
8

－

6
7
7

－

3
6
6
6

平
成
28
年
度 

神
山
町
税
・
保
険
料

（
税
）
納
期
限
一
覧
表

名　称 所 在 地 電話番号 IP電話

神 山 医 院 下分字今井163 677－0066 4427

大 黒 屋 神領字北166-1 676－0682 2946

㈲杉山薬局
石井町石井字石井
456-1

674－1224

固定資産税

1期 5月31日

2期 8月 1日

3期 10月31日

4期 1月31日

町県民税

1期 6月30日

2期 8月31日

3期 11月30日

4期 2月28日

軽自動車税 全　期 5月31日

17 平成28年 5 月15日発行
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※
税（
料
）に
関
す
る
こ
と
は
、
神
山
町

税
務
保
険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

☎
6
7
6

－

1
1
1
5

 

I
P
2
0
0
5

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
】

 

保
険
料
率
改
定
の
お
知
ら
せ

　

保
険
料
率
は
2
年
ご
と
に
改
定
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
28
年
度

及
び
平
成
29
年
度
の
保
険
料
率
（
被
保

険
者
均
等
割
額
・
所
得
割
率
）
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
納
め
て
い

た
だ
く
保
険
料
は
、
公
費
や
現
役
世
代

の
支
援
金
と
と
も
に
大
切
な
財
源
と
な

り
ま
す
。

●
保
険
料
の
計
算
方
法
…
被
保
険
者
均

等
割
額
と
所
得
割
額
を
合
計
し
て
、

個
人
単
位
で
計
算
し
ま
す
。
保
険
料

の
上
限
は
年
額
57
万
円
で
す
。

●
保
険
料
の
軽
減
…
所
得
の
低
い
方
及

び
国
保
・
国
保
組
合
以
外
の
健
康
保

険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
は
、
次

の
と
お
り
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減  

　

世
帯
主
と
世
帯
の
被
保
険
者
の
所
得

額
の
合
計
に
応
じ
て
、
均
等
割
額
が
世

帯
単
位
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。

所
得
割
額
の
軽
減  

　

被
保
険
者
の
基
礎
控
除
（
33
万
円
）

後
の
総
所
得
金
額
等
に
応
じ
て
、
所
得

割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

基
礎
控
除
（
33
万
円
）

後
の
総
所
得
金
額
等

所
得
割
の
軽
減
割
合

58
万
円
以
下

5
割

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

場
合
の
軽
減  

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
前
日

ま
で
、
国
保
・
国
保
組
合
以
外
の
健
康

保
険
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
た
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

所
得
割
額

均
等
割
額

負
担
な
し

9
割
軽
減

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

神
山
町　

税
務
保
険
課

 

☎
0
8
8

－

6
7
6

－

1
1
1
5

 

I
P
2
0
0
5

住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
1
1
3

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
3

通
知
カ
ー
ド
受
け
取
り
の
お
知
ら
せ

　

配
達
時
に
不
在
な
ど
で
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
世
帯
の
通
知
カ
ー

ド
は
、
現
在
も
町
役
場
で
お
預
か
り
し

て
い
ま
す
。
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
住
民
課
窓
口
ま
で
受
け
取
り
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

受
け
取
り
の
際
に
は
本
人
確
認
用
書

類
（
運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
入
り
の

書
類
1
点
、
ま
た
は
健
康
保
険
証
や
医

療
保
険
証
な
ど
顔
写
真
入
り
が
な
い
書

類
2
点
）と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
代
理
の

方
が
受
け
取
る
こ

と
も
で
き
ま
す
が

委
任
状
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
詳
し

国民健康保険税
月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

特別徴収 ○ ○ ○ ○ ○ ○

普通徴収 8/1 31 30 31 30 26 31 28

後期高齢者医療保険料
月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

特別徴収 ○ ○ ○ ○ ○ ○

普通徴収 31 30 31 30 26 31 28 31

52，913円
（被保険者全員が等しく負担）

被保険者均等割額被保険者均等割額

10．98％
（被保険者が所得に応じて負担）

所得割率所得割率

世帯の所得額の合計 均等割額の
軽減割合

33万円以下で、世帯内の被保険者全員の
所得がない（年金収入80万円以下） 9割

33万円以下 8．5割

33万円＋（26万 5千円×被保険者数）
以下 5割

33万円＋（48万円×被保険者数）以下 2割

保　険　料

＝

被保険者均等割額
52，913円

＋
（総所得金額等－ 33万円）

×
所得割率　10．98％｛ ｝
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く
は
住
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

住
民
課

 
☎
0
8
8

－

6
7
6

－

1
1
1
3

 

I
P
2
0
0
3

縁
結
び
報
奨
金
の
交
付
に
つ
い
て

　

縁
結
び
報
奨
金
の
交
付
が
4
月
1
日

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

神
山
町
に
登
録
し
た
縁
結
び
団
体

で
、
そ
の
団
体
に
所
属
す
る
方
が
、
結

婚
ま
で
の
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
場

合
、報
奨
金
を
お
渡
し
し
ま
す
。
ま
た
、

活
動
支
援
と
し
て
町
の
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
縁
結
び
団
体

　

神
山
町
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以

上
の
方
で
組
織
さ
れ
た
特
定
非
営
利
活

動
法
人
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
独

身
の
方
の
結
婚
支
援
活
動
を
継
続
的
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
団
体
。

■
交
付
額

　

成
立
し
た
一
組
に
つ
き
10
万
円
の
か

み
や
ま
商
品
券

※
交
付
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
住
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課

 

☎
0
8
8

－

6
7
6

－

1
1
1
3

 

I
P
2
0
0
3

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
お
し
ら
せ

●
心
配
ご
と
相
談
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

　

神
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平

成
28
年
度
心
配
ご
と
相
談
所
を
、
次
の

日
程
で
各
地
区
に
お
い
て
開
設
い
た
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
抱
え
て
お
ら
れ
る
悩
み
ご

と
や
心
配
ご
と
に
、
相
談
員
が
ア
ド
バ

イ
ス
い
た
し
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
秘
密
厳
守
、
費
用
は
無

料
で
す
。

※
開
設
時
間
は
午
前
9
時
〜
正
午
ま
で

　

月
1
回
第
1
木
曜
日
（
た
だ
し
5
月

11
月
は
第
2
木
曜
日
と
す
る
）

※
社
協
は
常
時
開
設　

要
電
話
予
約

●
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

　

ご
家
庭
で
ご
不
用
に
な
っ
た
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
譲
り

下
さ
い
。
点
検
・
消
毒
の
後
、
希
望
者

に
無
料
で
貸
出
い
た
し
ま
す
。

●
乳
幼
児
等
紙
お
む
つ
支
給
事
業
に
つ
い
て

対
象
者

　

神
山
町
内
に
居
住
す
る
満
2
歳
ま
で

の
乳
幼
児
を
養
育
す
る
保
護
者
の
方

支
給
内
容

　

乳
幼
児
1
名
に
つ
き
、
年
間
3
パ
ッ

ク
ま
で
支
給
し
ま
す

●
在
宅
介
護
高
齢
者
等
紙
お
む
つ
支
給
事
業

対
象
者

　

神
山
町
内
に
居
住
す
る
在
宅
高
齢
者

等
の
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
を
基
準
と
し
て
実
施
し
ま
す

○
要
介
護
3
以
上
の
方

○
脳
血
管
疾
患
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
等
の
特
定
疾

病
に
よ
り
排
泄
動
作
に
介
助
を
要
す

る
状
態
に
あ
る
方

○
寝
た
き
り
又
は
準
寝
た
き
り
状
態
の
方

支
給
内
容

　

対
象
者
1
名
に
つ
き
、
年
間
3
パ
ッ

ク
ま
で
支
給
し
ま
す

　

詳
し
く
は
神
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

神
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

 

☎
6
7
6

－

1
1
6
6

 

I
P
4
4
3
0

徳
島
調
停
協
会　

無
料
調
停
相
談

　

7
月
7
日
㈭
午
後
1
時
か
ら
あ
わ
ぎ

ん
ホ
ー
ル
で
無
料
調
停
相
談
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
徳
島
調
停
協
会
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

 

☎
0
8
8

－

6
2
6

－

1
5
8
7

経
済
セ
ン
サ
ス　

活
動
調
査

平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス

 

―
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

〜
日
本
経
済
の
未
来
は
、
あ
な
た
の
調
査
票
か
ら
〜

●
平
成
28
年
6
月
に
実
施
す
る
経
済
セ

ン
サ
ス
―
活
動
調
査
は
、
全
国
す
べ

て
の
事
業
所
・
企
業
を
対
象
に
、
全

産
業
分
野
に
つ
い
て
売
上
（
収
入
）

金
額
や
費
用
な
ど
の
経
理
項
目
を
同

一
時
点
で
網
羅
的
に
把
握
す
る
我
が

国
唯
一
の
調
査
で
す
。

●
調
査
の
結
果
は
、
国
の
各
種
行
政
施

策
を
は
じ
め
、
地
域
の
産
業
振
興
や

商
店
街
の
活
性
化
な
ど
の
地
域
行
政

の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用

さ
れ
ま
す
。

●
支
社
な
ど
が
な
い
事
業
所
に
は
、
調

査
員
が
直
接
伺
い
、
調
査
票
を
お
配

り
し
ま
す
。

●
支
社
な
ど
が
あ
る
企
業
等
に
は
、
国

が
本
社
な
ど
に
傘
下
の
支
社
分
の
調

査
票
を
ま
と
め
て
郵
送
し
ま
す
。

●
調
査
票
は
平
成
28
年
5
月
末
ま
で
に

お
届
け
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
ご
回
答
く

だ
さ
い
。

その他の

　おしらせ

名無し

平成28年度 心配ごと相談日カレンダー
上　分
公民館

下　分
公民館

高齢者生産
活動センター

鬼籠野
公民館

阿　川
公民館

広　野
公民館

4 7日㈭
5 12日㈭
6 2日㈭
7 7日㈭
8 4日㈭
9 1日㈭
10 6日㈭
11 10日㈭
12 1日㈭
1 5日㈭
2 2日㈭
3 2日㈭

総務省・経済産業省・都道府県・市区町村
経済センサス－活動調査については、
キャンペーンサイトをご覧ください。

経済センサス2016 検索
⬆http://www.e-census2016.stat.go.jp/g

平成 28年 6月 1日

経済センサスキャラクター

◆調査の趣旨・
必要性をご理解
いただき、ご回
答をよろしくお
願いいたします。

19 平成28年 5 月15日発行
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　　歯と口の健康
　私たちの体は食べたり飲んだりしたものでできています。健康を考えると何を食べるかは体にとっ
てとても重要なことです。歯と口は、最初の消化管として食べるためのお仕事があり、また、会話
をしてコミュニケーションをとる役割があります。

お問い合わせ・健康に関するご相談は
神山町健康福祉課予防係 TEL676－1114（ＩＰ2004）

健康づくりシリーズ○101

夢・元気・笑顔～健康かみやま２１～第２期計画を策定しました
　神山町の健康づくり計画の第２期計画を平成２８年３月に策定し、今後１０年間生活習慣病の発症予防と重
症化予防、健康に関する生活習慣及び社会環境の改善に取り組んでいきます。詳しくは各戸配布するダイジェ
スト版をご覧ください。

６月４日から１０日は歯と口の健康週間です

　歯周病は、口の中の細菌の感
染によって歯肉などに炎症が起
きる病気です。
　歯周病は生活習慣病と深く関
係しており、歯周病予防が生活
習慣病予防につながります。

歯みがき
　歯みがきはむし歯や歯周病の予防・
治療の基本です。自分に合った歯ブ
ラシでていねいに歯や歯と歯ぐきの
すきまの汚れを落としましょう。
　歯間ブラシなどの清掃具
を使うこともお勧めです！

定期的な歯科検診
　定期的に歯科検診を受け、治療が必要なものは早期
に治療しましょう。　　
　また、かみ合わせの調整や義歯（入れ歯）の調整を
行いましょう。
　かかりつけの歯科医を持つといいですね。

禁煙
　タバコを吸うと歯周病が進行し、治療の効果も上が
りにくいことが知られています。

　歯周病は、糖尿病の６番目の合併症だと言われています。
　糖尿病の人は免疫力が低下し、歯ぐきの炎症が起こりやす
くなるため、歯周病を悪化させます。
　また、歯周病がひどくなると、炎症によってインスリンの
血糖値をコントロールする働きを妨げて、糖尿病を悪化させ
ます。

歯と口（口腔）の状態と健康の関係

歯周病予防のために

生活習慣病の予防は
歯周病対策から

歯周病が糖尿病を引き起こしたり
悪化させることも！？

歯と口の健康を保つことは体
全体の健康につながります。

〇　口腔の状態が悪いと食欲がなくなり低栄養になりやすい
〇　歯周病のある人は心臓病（虚血性心疾患）や脳卒中になりやすい
〇　口腔内の細菌は肺炎の原因になる
〇　認知症は、歯のない人や入れ歯の人に多い
〇　かみ合わせのよい人ほど運動能力や足の骨密度が高い
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お問い合わせは…地域包括支援センター　　電話：676－1185（IP2031）

介護予防シリーズ○43

◎認知症が疑われる人や認知症の人およびそのご家族を訪問し、早期発見や重症化を
　予防するための支援を行います。
◎神山町地域包括支援センターが相談窓口になります。
◎ご心配なことがあればお気軽にご相談ください。

認知症になっても、住み慣れた地域で暮らし続けるために…

▲

認知症の程度の
確認▲

身体状況の確認▲

認知症に関する
情報提供など

▲

支援の方向性を
検討

▲

生活指導・
　介護指導▲

受診勧奨▲

介護保険サービス
の利用勧奨▲

かかりつけ医と
の連携等

▲

初期集中支援
　終了の判断

神山町認知症初期
　　集中支援チーム がスタートしました！
　認知症の早期発見、早期対応、重症化の予防を目指して、かかりつけ医との連携のもと、認知症
が疑われる方や認知症の方に対し、専門職がチームになって早期に集中的に支援を行います。

●認知症サポート医　中谷医院　中谷 哲也院長
●神山町地域包括支援センター　保健師、社会福祉士、介護福祉士

① 初回訪問 ② チーム員会議
⑤ 支援の実施

相談
③ 相談 相談

④ 助言
   ・指導 助言・指導

依頼

⑥ チーム員会議

チーム員

認知症初期集中支援チーム

⑥ ケアマネージャー
　  等への引継ぎ

家族、ケアマネジャー、
かかりつけ医、民生委員等 かかりつけ医 認知症疾患医療センター

21 平成28年 5 月15日発行

広報かみやま05月 №304.indd   21広報かみやま05月 №304.indd   21 2016/05/10   14:13:202016/05/10   14:13:20



防災シリーズ○12

4月 14日 21時 26分頃、熊本県熊本地方を震源とする、マグニ

チュード 6.5、震度 7の地震が発生し、さらに、その 28時間後の
4月 16日 1時 25分頃には、同じく熊本県熊本地方を震源とする、
マグニチュード 7.3、震度 7の地震が発生しました。

　徳島県でも近いうちに起こるとされてい
る、南海トラフ大地震への備えとして、自分
の命を守るために、何ができるでしょうか。
今回の熊本地震では、家屋の倒壊、家具の転
倒等で多くの命が奪われました。この地震の
教訓として、家屋の耐震化、地震発生時の家
具の転倒防止対策について、ご紹介します。
　まず、大事なことは、地震の揺れで命をな
くさないことです。そのためには、住宅の耐
震補強や家具の固定から始めてください。

①住宅の耐震診断・補強工事
　神山町では、耐震診断及び診断後の耐震改修等を実施
する神山町民に対し、経費の一部を補助する神山町木造
住宅耐震化促進事業を行っていますので、ご利用くださ
い。補助対象・補助率・補助限度額等、詳しくは建設課
までお問い合わせください。
　　　　　　　　■建設課　電話：676-1514（IP2015）

②家具の転倒防止対策
　家具については、背の高いものや重いものから優先的に固定
しましょう。家の中で長い時間を過ごす、寝室やリビングを重
点的に行うと効果的です。最近では、家具を固定するための器
具やつっぱり棒、転倒防止用の耐震マットや食器棚扉開閉を防
止するストッパー等が販売されていますので、有効に利用して
ください。

全国瞬時警報システム
神山町役場　総務課　防災係　　電話：676－1111（IP2000）

家具つっぱり棒 耐震マット
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国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり

詳しくは徳島北年金事務所　☎655－0200　または
住民課国民年金係　☎676－1113（ＩＰ2003）までお問い合わせください。

　保険料を納めることが経済的に困難な場合には、申請により保険料の納付が免
除または猶予される制度があります。保険料を未納のまま放置すると、将来の老
齢年金や、いざというときの障害年金、遺族年金を受け取ることができない場合
がありますので、免除申請を活用しましょう。免除申請には次の3種類があります。

○前年所得などの審査は、すべて日本年金機構で行われます。
○一部免除は、承認区分に応じた保険料を 2年以内に納付しないと未納と同じ扱いになります。
○審査は、制度の公平性の観点から、前年所得のない場合でも必ず市町村長の所得の証明に基づき
　審査を行うこととなっています。

※離職者、災害・風水害等の被災者の方は所得に関係なく該当する場合があります。 

★一部免除については一部免除保険料を納付していることが必要です。
★将来受けとる老齢年金を増額するために、承認を受けた期間について、5年以内であれば、さかのぼって保険料を納める
（追納）ことができます。ただし、承認を受けた翌年度から起算して 3年目以降は加算金が付きますので、早めに追納し
たほうがお得です。

　平成 28年 6月から毎月第 4火曜日に、街角の年金相談センター（オフィス）の社会保険労務士
による無料年金相談が、神山町役場で行われるようになりますのでお気軽にお越しください。なお、
無料年金相談には予約が必要です。

＊予約先　　街角の年金相談センター（オフィス）☎ 088－ 657－ 3081

免除申請についてご注意いただきたいこと

保険料免除等と年金給付の関係

納付が困難な時は 30歳未満の方は 学生の方は
①全額免除・一部免除申請 若年者納付猶予申請 学生納付特例申請

　本人・世帯主・配偶者の前年所得（１
月から 6月までに申請される場合は前々
年所得）が一定額以下の場合には、申請
により保険料の納付が全額または一部（4
分の 3、半額、4分の 1）免除になります。

　30歳未満の方で本人・配偶者の前
年所得（1月から 6月までに申請され
る場合は前々年所得）が一定額以下の
場合には、申請により保険料の納付が
猶予されます。

　学生の方で本人の前年所得（1月か
ら 3月までに申請される場合は前々年
所得）が一定額以下の場合には、申請
により保険料の納付が猶予されます。

納付 全額免除 一部免除 若年者納付猶予
学生納付特例 未納

障害基礎年金
遺族基礎年金

（受給資格期間に算入されるか？）
○
されます

○
されます

△
されます

○
されます

×
されません

受給資格期間に
算入されるか？ ○

されます
○
されます

△
されます

○
されます

×
されません

年金額に反映
されるか？ ○

されます
○

※２分の１（国庫負
担分）されます

△
※２分の１（国庫負
担分）されます

×
されません

×
されません

無料年金相談のお知らせ

老
齢
基
礎
年
金
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駐在所だより

●周囲を窺いながら人が集まる施設周辺を何度も行き来する。

●監視カメラや警備員の場所を確認する。

●取引きのない者が肥料や薬品等の　
化学物質を大量に購入する。

●爆弾や爆発物に興味を示したり、ネット
上でテロを賞賛する書き込みをしている。

●テロ組織に共感したり、シリア等
に行きたいと言っている。

● 神領駐在所　TEL.088－676－0019
● 広野駐在所　TEL.088－678－0333

〈通報・相談先〉

伊勢志摩サミット警備に
ご理解とご協力をお願いします！

　我が国では本年５月に伊勢志摩サミット、また、閣僚会合等が４月から９月にかけて
開催されます。世界ではフランス・パリでの同時多発テロや各地で自爆テロ等が多発し、
国内でもテロの脅威が現実のものとなっています。
　警察では警戒警備や各種対策、情報収集等に努めておりますが皆様方の理解と協力が
必要となります。
　もし、次のような不審者等を見かけた場合は警察への通報をお願いします。
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消防署だより

119 　熱中症対策を！
昨年、神山町内では４名の熱中症患者を
救急搬送しました。　　　
今から熱中症の予防をはじめましょう。

熱中症
　運動や外気温などにより、体温が高くなることで起こる
体調異常をまとめて熱中症と言います。
　これからの季節は体が暑さに慣れておらず、気温や湿度
が急に上がるため注意が必要です。
　屋外だけでなく、屋内においても発生する事があります。

熱中症かなと思ったら！（発見したら）
　① 衣服をゆるめ涼しい場所で休息する。
　② 涼しい場所（風通しの良い日陰・クーラーの効いた部屋等）へ搬送する。
　③ 氷や濡れタオル等で脇の下、首回り、足の付け根を冷やし体温を下げる。
　④ 意識があれば、水分補給（スポーツドリンクなど）をする。
　　 意識のない人は無理に飲ませない。
　⑤ 意識がはっきりしない、吐き気・嘔吐がある場合は救急車を要請しましょう。

熱中症への対策を始めましょう
　✚ 適度な運動と栄養バランスのよい食事で体力づくり！
　✚ 快適な睡眠環境で疲労回復！
　✚ 水分を持ち歩き、無理せずに休憩をとりましょう。
　✚ 屋内でもクーラーや扇風機などで温度・湿度の管理！
　✚ 通気性の良い服装や、日傘・冷却グッズなどを活用しましょう。
　✚ 乳幼児、高齢者は熱中症になりやすいので特に注意しましょう。
　✚ 暑さ指数をチェック！！

暑さ指数（WBGT）とは？
　熱中症は気温だけでなく湿度や体の条件（代謝、服装、体格等）で発生します。  
　暑さ指数は熱中症予防を目的として、体温調整に大きな影響を与える湿度、周辺の熱環境、
気温を取り入れて指標として表したものです。単位は℃ですが気温ではありません。 　
この値が高いほど注意が必要で、暑さ指数が 28℃を超える日は注意が必要です。
　暑さ指数はテレビやラジオ、インターネットなどで確認することができます。
運動や作業を行なうときは暑さ指数をチェックして、熱中症予防の参考にして下さい。

平成27年度
採用職員
左から

河　野　大　樹　消防士

橋　本　聖　樹　消防士

よろしくお願いします

●お知らせ●

緊急車両は火災以外の出動時
にもサイレンを吹鳴し走行し
ます。
ご理解、ご協力お願いします。

緊急車両のサイレン

25 平成28年 5 月15日発行
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■学生サポート
制　度　名 内　　　　　　　　容 担当課

小中学校入学準備金助成 町内の小中学校に入学を予定されている児童生徒の保護者の方を対象に一人当たり 3万
円を交付。

教育委員会

小中学校における
プリント代等の無料化

学校における公費と私費の負担区分を見直し、ワークブック・実力テスト・プリントな
どの教材教具や、調理実習材料・木工材料などを公費負担する。

教育委員会

給食費  1食当たり小学校310円　中学校 340円のうち、それぞれ30円分を助成 教育委員会

神山地域未来塾事業 中学生を対象に学習塾より講師を直接派遣して学習支援を実施。 教育委員会

準要保護児童生徒援助費 準要保護児童・生徒への学用品費等の支給など 教育委員会

特別支援教育就学奨励費 特別支援学級在籍の児童・生徒に対して学用品費等の支給など 教育委員会

高等学校等通学費
助成事業

神山町に住所を有する者で、高等学校等へ通学する生徒に対して通学費の一部を助成し、
過疎及び定住対策、保護者の負担軽減を図る。公共交通機関の定期券購入の 2分の 1を
助成

教育委員会

奨学資金貸付金 高校生、高専（1年生から 3年生）等は月額20，000円。大学院生、大学生、高専（4年生・
5年生）、専門学校等は月額30，000円。

教育委員会

奨学資金制度償還の特例
（ふるさと定住促進のための奨
学資金の特例に関する条例）

現在の神山町奨学資金制度に償還の特例を定めることにより償還を免除し、若者等のふ
るさと定住と人口増加を図り、神山町の活性化促進につなげる。対象者については条件
あり。

教育委員会

日本スポーツ振興セン
ター災害共済給付制度

学校の管理下において児童・生徒が災害にあった場合、その治療費や見舞金の給付を行
う制度。児童生徒 1人あたりの掛金920円を助成

教育委員会

体育・文化活動費補助金 クラブ活動に要する費用として、中学生を対象に一人あたり1，000円を補助。 教育委員会

文化スポーツ振興奨励金
交付制度

国・自治体及び教育委員会が主催または後援する文化活動・スポーツ大会で、予選等を
経た四国大会以上の大会への参加。交付額 1万円（小中学生が全国体会へ出場の場合
は 2万円）

教育委員会

■高齢者サポート
制　度　名 内　　　　　　　　容 担当課

敬老祝金 町内に居住する高齢者の方への長寿祝い金の贈呈
米寿祝金（88歳）20，000円　百寿祝金（100歳）50，000円

健康福祉課

高齢者住宅改造助成事業
高齢者のために行う住宅改造に、工事費の 3分の 2を助成
工事限度額　90万円
身体が虚弱な65歳以上の高齢者がいる所得税非課税世帯が対象

健康福祉課

高齢者等タクシー利用
助成事業

70歳以上で公共交通機関の利用が困難な方等
運賃 2，000円以下は半額、3，000円以下は 1，000円を差し引いた額、3，001円以上は
2，000円を助成。助成券は 1冊12枚綴り1，000円で購入、年間 4冊まで購入可能

健康福祉課

高齢者路線バス定期券
購入助成事業

徳島バス（株）が65歳以上の方を対象に販売している「ながいき定期券」の購入にあた
り、3割を助成。

健康福祉課
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町 民

サポート

神山町では子育てや住まいのことなど、さまざまな支援を行っています。
総　務　課　☎676－1111（IP2001） ☎産業観光課　676－1118（IP2007）
住　民　課　☎676－1113（IP2003） ☎建　設　課　676－1514（IP2015）
健康福祉課　☎676－1114（IP2004） ☎教育委員会　676－1522（IP2009）
税務保険課　☎676－1115（IP2005）

■子育てサポート
制　度　名 内　　　　　　　　容 担当課

妊婦一般健康診査 妊婦健診公費負担回数14回
里帰り等で県外の医療機関で受診した場合も助成の対象

健康福祉課

不妊に悩む方への特定
治療支援事業 男女問わず夫婦が特定不妊治療に要した費用のうち一部を助成。 健康福祉課

予防接種広域化
定期予防接種は、住所所在地外の「かかりつけ医」や「小児科専門医」での接種を希望
した場合や接種機会を逃がした場合などに住所地市町村域外にある委託医療機関でも接
種を受けられる。里帰り等で県外の医療機関で接種した場合も助成の対象。

健康福祉課

行政措置予防接種 住民の疾病予防を目的に予防接種法における定期接種以外のワクチン接種について費用
の助成を行う。

健康福祉課

子どもはぐくみ医療費
助成

 0歳から18歳到達後の最初の 3月31日までの子（婚姻している方や勤労者を除く）が、
病気やけがで医療機関に受診したとき、保険診療の自己負担（一部負担金）や入院時食
事代の自己負担額（標準負担額）を助成。所得制限なし

健康福祉課

病児・病後児保育事業 児童が病気中や病気の回復期にあって、かつ保護者が就労しているなどの理由で家庭で
保育ができないときに、児童を一時的に預かる。

健康福祉課

保育所

下分保育所と広野保育所の 2保育所が有り、0歳児から 5歳児の小学校就学前の乳幼児
保育を実施。
保育料は所得に応じた保育料を設定、国や近隣町村と比べても低く、第 2子以降の保育
料は無料。

健康福祉課

子育て支援補助金

 4歳児又は 5歳児の児童の保護者のうち、在宅による保育を行っている保護者、1対象
児童当たり月額10，000円
小学校就学前の第 3子以降の児童を在宅で保育している保護者、1対象児童当たり月額
10，000円

健康福祉課

出産祝い金
第 1子及び第 2子について 5万円。第 3子以降は10万円を母親に支給。
新生児の母親が出産の日に本町に住民票を有し、その後 6ヶ月以上居住する意思のある
もの等の条件あり

健康福祉課

放課後児童クラブ 保護者が就労しているなどで放課後の保育を受けることの出来ない小学校の児童を対象
すだちっこくらぶ（神領地区）と広野児童クラブ（広野地区）の 2カ所で実施

健康福祉課

地域子育て支援拠点事業 子育て親子の交流の場の提供及び交流の促進、子育て等に関する相談及び援助、地域子
育て関連情報の提供等

健康福祉課

ファミリーサポート
センター

近隣市町村による徳島ファミリーサポートセンターに本町も加入しており、広域的な利
用が可能
会員登録を行い、育児の相互援助を有料で実施

健康福祉課

中学 2年生対象ピロリ菌
抗体検査

平成28年度より中学 2年生を対象にピロリ菌の抗体の有無を調べる尿検査を実施し、感
染が疑われた場合には医療機関において2次検査を行う。（検査については全額町費負担）

教育委員会
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■農業サポート
制　度　名 内　　　　　　　　容 担当課

神山町農作物鳥獣害防止
対策事業費補助金

農作物鳥獣害防止対策事業に要する経費に対し、被害が発生している地域の農林家及び
農林家で組織する団体に補助する。補助金の額は、補助対象経費の10分の 5以内の額と
し最高25万円・1戸以上・設置距離が30ｍ以上・事業費 3万円以上・資材の購入経費
であり人件費を除く。

産業観光課

すだち苗木導入事業
補助金

すだち苗木導入事業に要する経費に対し、補助金を交付する。対象は、すだちの新植・
改植に伴う苗購入費。補助金は事業費の 2分の 1（町 4分の 1・JA4分の 1）・対象面積
1a以上・本数10本以上。

産業観光課

すだち貯蔵用冷蔵庫の
導入補助金

町内でのすだち貯蔵用冷蔵庫の新規導入や設備更新に対し補助金交付。一施設の事業費
が20万円以上。補助金の額は、補助対象事業費の10分の 1以内の額（最高15万円）、上
限は設備により異なる。

産業観光課

■その他
制　度　名 内　　　　　　　　容 担当課

神山温泉保養センター
利用料金割引

●大人（中学生以上）
　午後 5時以降200円割引き
●子供（小学生以下 3歳以上）
　午後 5時以降　50円割引き
●町内高齢者（70歳以上）　300円割引
●身体障害者 1．2．3級、知的障害者 A1，A2及び精神障害者
　1．2級（中学生以上）　  400円割引
●身体障害者 1．2．3級、知的障害者 A1，A2及び精神障害者
　1．2級（小学生以下 3歳以上）　200円割引

健康福祉課

国民健康保険
人間ドック及び脳ドック
の一部助成

対象者：国民健康保険加入者（29歳から69歳）
●人間ドック：30，000円若しくはドック費用の 9割の金額のいずれか低い額を助成
●脳ドック：40，000円若しくはドック費用の 9割の額のいずれか低い額を助成
●歯周疾患検診　4，000円の助成

税務保険課

一斉清掃助成事業 地域環境美化のため道路や河川、水路のごみ拾い、草刈りなどの清掃作業に 1戸あたり
500円を助成 住民課

葬祭費補助 契約の火葬場使用で、13歳以上32，500円
13歳未満17，500円の補助 住民課

元気づくり事業
 5人以上でまちづくり活動を行っている団体
 1年目は事業費の 3分の 2、2年目以降は 2分の 1、5万円以上100万円未満を最大 3年
間助成

総務課

結婚祝い金 平成28年 4月 1日以降で、婚姻の届出を行い、婚姻日から 1年以上神山に住居し、か
つ住民登録をしている夫婦に対して、10万円を支給する。 住民課

自主防災組織運営交付金 神山町に登録している自主防災組織に運営交付金として年間10，000円を交付。 総務課

防災資機材等整備費補助金 神山町が定めた防災資機材を購入する自主防災組織へ補助対象経費 5万円以上30万円未
満のうち 2分の 1を補助 総務課

■住まいサポートのつづき
制　度　名 内　　　　　　　　容 担当課

災害見舞金

火災や水害などの災害に遭った場合、見舞金を支給
住宅：全焼、全壊、流失　100，000円　半焼、半壊　50，000円、
　　　床上浸水　30，000円
身体：死亡　100，000円

健康福祉課
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■障害者サポート
制　度　名 内　　　　　　　　容 担当課

重度身体障害者住宅改造
助成事業

重度身体障害者のために行う住宅改造に、工事費の 3分の 2を助成
工事限度額　90万円
身体障害者手帳の交付を受けた 1級又は 2級の視覚障害者又は肢体不自由者で、その者
が属する世帯が所得税非課税世帯が対象

健康福祉課

重度心身障害者等
医療費助成

身体障害者（障害等級 1級及び 2級）、重度知的障害者、重複障害者（身体障害等 3級
又は 4級かつ療育手帳 B1）が医療保険各法による医療の給付を受けた場合、医療費の
一部を助成。ただし、所得制限有り

健康福祉課

■住まいサポート
制　度　名 内　　　　　　　　容 担当課

神山町若者定住支援住宅
新築等補助金

神山町に定住しようとする若者を支援することを目的とし、町内出身者で Uターンを希
望している若者や、すでに町内に住んでいる若者がマイホームを取得する工事費等に対
しての助成を行う。神山町に定住している者または、定住しようとする者（町内在住の者・
単身者・Iターン・Uターン）・5年以上居住する意思がある者・申請時の年齢が満40歳
以下（夫婦の場合どちらか一方で可）・申請年度内に完成のこと。

産業観光課

移住支援空き家改修事業
補助金

空き家を改修して神山町に定住しようとする移住者等に対し、空き家改修及び修繕に要
する費用の一部を補助することにより、神山町への定住を促進するとともに、空き家の
有効活用を図る。
要件は、神山町空き家情報台帳に記載された空き家。神山町移住交流支援センターから
の紹介があった者。Ｈ23年 4月 1日以降に転入する者で過去 3年以上神山町の住人で
ない者。補助金の交付を受けた日から 5年以上入居する意思のある者。生活するために
必要な改修又は耐震補強工事に要する経費。町内に事業所を有する法人及び個人事業主
が施工する経費
助成額は、助成対象経費の 2／ 3、助成限度額100万円

産業観光課

浄化槽設置整備事業 浄化槽改修補助金　5人槽　332，000円　　7人槽　414，000円
　　　　　　　　  10人槽　548，000円　　 住民課

生ごみ処理機購入補助 生ごみ処理機購入に対し、電気式 2分の 1　上限40，000円、2基まで補助
コンポスト 1基につき5，000円、2基まで補助 住民課

空き家等除却事業補助金 国県補助付除却工事費× 5分の 4（内、町は 5分の 1）上限800，000円の補助。
町単独事業、除却工事費× 5分の 2上限400，000円の補助 住民課

小規模飲料水供給応急対
策事業

受益戸数　　 1戸以上　50人未満
事業費　　　 5万円以上　200万円以下
補助率　　　事業認定額の　2／ 3

建設課

小規模飲料水供給応急対
策事業

受益戸数　　 1戸以上　50人未満
事業費　　　 5万円以上　200万円以下
補助率　　　事業認定額の　2／ 3

建設課

■高齢者サポートのつづき
制　度　名 内　　　　　　　　容 担当課

高齢者見守り支援事業

タブレット端末を利用し高齢者の見守り等を行う。1ヶ月300円の負担が必要。
【次の用件全てを満たす方が対象】
　・町内在住の65歳以上ひとり暮らし世帯
　・光回線情報通信網が使用できる世帯
　・協力員 2名必要

健康福祉課

地域介護予防活動
支援事業

介護予防の活動に実績のある団体等による自らの活動を含め、町民に介護予防の必要性
を周知し、町民の自主的な活動に向けて支援を行うとともに身近な通いの場または生活
支援サービス活動に対して助成を行う。

健康福祉課
（地域包括支
援センター）

生活支援サービス等事業
介護予防、日常生活支援総合事業で行う高齢者に対する生活支援サービスのうち訪問型
サービス・通所型サービス・見守りサービス・移動支援サービス・いきがい活動を開始
する団体に助成を行う。

健康福祉課
（地域包括支
援センター）
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～季節の野菜で元気な細胞をつくろう～

トマトを使って 野菜1日350g！

トマト中1個（130ｇ）　
栄養価：エネルギー 25kcal、カリウム 273㎎、
ビタミンA 59㎍、葉酸 29㎍、
ビタミンＣ 20㎎、食物繊維 1．3ｇ

「トマトが赤くなると、医者が青くなる」
　トマトは緑黄色野菜で、抗酸化作用（体がさびるのを防ぐ）があります。野
菜が足りないと感じた時に手軽に摂ることができるところもいいですね！

ヘルスメイトおすすめ！
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　平成28年 3月 7日に西橋　リキさん、3月20日に森　
當子さん、3月21日に粟飯原　アイ子さんが100歳の誕
生日を迎えられました。心からお慶び申し上げます。
　誕生日には、ご親族の皆様がお祝いに駆けつけ、また県・
町より祝い状と記念品の贈呈がそれぞれ行われました。
　町内の100歳以上の方は、10人となりました。
　これからも、ますますお元気でいらっしゃいますよう
お祈り申しあげます。

心よりお慶び申し上げます　祝 100歳
西橋　リキ さん
（下分字西寺）

森　　當子 さん
（阿野字歯ノ辻）

粟飯原アイ子 さん
（下分字左右山）

●トマトをスライスして、好みの調味料をかける。
　　・ドレッシング　　・しょうゆ
　　・オリーブオイル＋塩
　　※さらに青じそやバジルを刻んでちらすと
　　　ひと味違った美味しさに。

●トマトを一口大に切って、ゆでたブロッコリー
　と好みのドレッシングで和える。
　　・ポン酢＋かつお節
　　・マヨネーズ＋練り辛子（マスタード）＋しょうゆ
　　※この時、ブロッコリーをまとめてゆでて
　　　冷蔵庫で保存しておくと、便利です。

もう一品！
お手軽野菜シリーズ

　次号は、平
成25～27年生

まれで 7月・8月が誕生日
の子（町内に住所を有する
こと）を募集します。
　掲載を希望する方は、役
場広報編集委員会まで写真
を送付してください。締切
は 6月15日です。

※掲載回数は 1回までで
す。複数回の掲載はでき
ませんのでご了承くださ
い。
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